
東京歯科保険医協会

2022 年６月 19日（日）
午後２時 30分～６時 00分
定期総会：午後２時 30分～４時 15分

記念講演：午後４時 30分～６時 00分

テーマ「臨床の視点で金パラの代替につ

　　　　いて考える」　講師　坪田有史

中野サンプラザ
東京都中野区中野 4-1-1
13 階コスモルーム

詳細は、本紙５月号に掲載いたします

医
師
ら
が
患

者
側
に
殺
傷
さ

れ
る
陰
惨
な
事

件
が
続
い
た
。
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っ
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医
師
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評
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判
は
す
こ
ぶ
る
良
く
、
悔
や
ま

れ
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
は
、
患

者
側
が
医
師
、
医
療
機
関
に
抱

い
た
理
不
尽
な
不
満
が
発
端
だ

▼
患
者
側
の
要
求
は
年
々
高
ま

り
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
、
怒

り
の
閾
値
は
低
く
な
っ
て
い
る

よ
う
だ
。
大
半
の
医
師
、
患
者

は
円
満
な
関
係
だ
が
、
ご
く
僅

か
な
不
和
事
例
で
、
医
療
関
係

者
は
困
惑
す
る
。
皮
肉
な
も
の

で
、
献
身
的
な
医
師
ほ
ど〝
火

中
の
栗
を
拾
う
〞印
象
が
否
め

な
い
▼
一
般
企
業
で
は
破
裂
し

そ
う
な〝
火
中
の
栗
〞へ
の
対
策

は
徹
底
し
つ
つ
あ
る
。
通
話
の

録
音
、
通
話
料
金
が
高
め
の
ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル
、
対
面
を
避
け
る

ネ
ッ
ト
応
対
な
ど
だ
。
し
か
し

見
方
を
変
え
れ
ば
、
企
業
や
社

会
が
そ
の
よ
う
な
画
一
的
な
仕

組
み
を
消
費
者
に
強
い
る
の

で
、
対
話
型
で
主
張
可
能
な
医

療
機
関
に
矛
先
が
向
い
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
何
事
も
個
別
の
対
応
に

は
多
大
な
労
力
を
要
し
、
そ
の

効
率
化
に
も
限
界
が
あ
る
。
企

業
と
は
異
な
り
、
万
人
を
受
け

入
れ
る
医
療
機
関
へ
の
評
価
を

診
療
報
酬
改
定
に
反
映
さ
せ
て

ほ
し
い
。（
三
）

　
今
年
も
改
定
の
春
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
会
員
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、

協
会
は
来
年
で
設
立
50
年
を
迎
え
ま

す
。
現
在
、
都
内
の
約
６
０
０
０
名

の
歯
科
医
師
が
所
属
し
、
都
民
・
国

民
の
健
康
維
持
に
努
め
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
が
収
ま
ら
ず
、
加
え
て
、

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
り

世
界
情
勢
は
混
迷
を
極
め
、
パ
ラ
ジ

ウ
ム
や
金
の
価
格
高
騰
に
よ
り
金
銀

パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金
が
逆
ザ
ヤ
状
態
に

陥
っ
て
い
ま
す
。
協
会
は
、
以
前
か

ら
金
パ
ラ
高
騰
の
問
題
を
重
く
受
け

止
め
、
会
員
の
先
生
方
か
ら
の
悲
痛

な
叫
び
を
行

政
に
伝
え
、

改
善
を
求
め

る
活
動
を
行

っ
て
き
ま
し

設立50年に向け前進を続ける

新
点
数
説
明
会

開
催

　
改
定
の
解
説
を
行
っ
た
本
橋

昌
宏
社
保
・
学
術
部
長
は
、
今

次
改
定
の
特
徴
と
し
て
、
院
内

感
染
防
止
対
策
を
評
価
し
た

「
歯
科
点
数
表
の
初
診
料
の
注

１
に
係
る
施
設
基
準
」（
歯
初

診
）
が
見
直
さ
れ
、
常
勤
歯
科

医
師
の
研
修
お
よ
び
職
員
に
対

す
る
院
内
研
修
の
内
容
に
、
新

興
感
染
症
へ
の
対
策
が
加
わ
っ

た
こ
と
を
紹
介
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
例
え
ば
歯
初
診

が
始
ま
っ
た
18
年
10
月
に
際
し

て
研
修
を
受
講
し
た
医
療
機
関

な
ど
、
新
興
感
染
症
が
含
ま
れ

て
い
な
い
旧
研
修
を
受
講
し
て

い
る
場
合
に
は
、
23
年
３
月
ま

で
に
新
し
い
研
修
を
受
講
す
る

必
要
が
あ
る
と
、注
意
を
喚
起
。

ま
た
、
協
会
は
新
し
い
歯
初
診

の
研
修
内
容
に
対
応
し
た
講
習

会
な
ど
を
予
定
し
て
お
り
、
積

極
的
な
参
加
を
呼
び
か
け
た

（
詳
細
は
５
面
参
照
）。

　
な
お
、
歯
初
診
の
施
設
基
準

の
見
直
し
に
際
し
て
、
初
・
再

診
料
が
３
点
ず
つ
引
き
上
げ
ら

れ
る
が
、
廃
止
さ
れ
る
歯
周
基

本
治
療
処
置
10
点
の
財
源
が
使

わ
れ
る
た
め
、
全
体
と
し
て
プ

ラ
ス
に
な
り
に
く
い
と
し
た
。

　
歯
周
病
安
定
期
治
療
（
Ｓ
Ｐ

Ｔ
）
で
は
、
か
か
り
つ
け
歯
科

医
機
能
強
化
型
歯
科
診
療
所
に

お
い
て
、
Ｓ
Ｐ
Ｔ
（
Ⅱ
）
が
廃

止
さ
れ
る
代
わ
り
に
Ｓ
Ｐ
Ｔ
に

１
２
０
点
を
加
算
す
る
仕
組
み

に
な
り
、
包
括
範
囲
が
変
更
さ

れ
て
歯
周
病
検
査
お
よ
び
歯
周

―
第
１
回
説
明
会
　
３
月
28

日
よ
り
動
画
配
信
を
開
始

３
月
末
よ
り
、
今
次
改
定
内

容
に
関
す
る
厚
生
労
働
省
の
疑

義
解
釈
に
加
え
て
、
新
し
い
レ

セ
プ
ト
の
様
式
、
摘
要
欄
記
載

な
ど
の
記
載
要
領
な
ど
が
示
さ

れ
ま
す
。そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、

会
員
の
皆
様
か
ら
の
ご
質
問
が

多
い
項
目
を
中
心
に
、
在
宅
医

療
お
よ
び
保
険
請
求
な
ど
の
留

意
点
に
つ
い
て
、
４
月
に
新
点

数
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
（
予

約
方
法
な
ど
の
詳
細
は
５
面
参

照
）。

　
な
お
、
3
月
24
日
に
開
催
し

た
第
1
回
新
点
数
説
明
会
の
動

画
配
信
を
「
デ
ン
タ
ル
ブ
ッ

ク
」
の
「
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
」

か
ら
視
聴
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、

こ
の
機
会
に
デ
ン
タ
ル
ブ
ッ
ク

に
登
録
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

２
０
２
２
年
度
当
初
予
算
が

３
月
22
日
の
参
議
院
本
会
議
で
、

与
党
と
国
民
民
主
党
な
ど
の
賛

成
多
数
で
可
決
、
成
立
し
た
。

岸
田
首
相
は
予
備
費
を
活
用

し
、
当
面
の
原
油
高
対
策
や
食

料
品
の
高
騰
対
策
を

指
示
し
た
。

22
年
度
は
一
般
会

計
の
総
額
が
1
０
７

兆
５
９
６
４
億
円
で
、10

年
連
続
で
過
去
最
大

を
更
新
し
た
。ま
た
、

審
議
開
始
か
ら
成
立

ま
で
は
、戦
後
４
番
目

の
早
さ
で
あ
っ
た
。

22
年
度
予
算
は
、
昨

年
12
月
に
成
立
し
た
21
年
度
補

正
予
算
と
一
体
で
の
編
成
と
し
、

社
会
保
障
費
は
高
齢
化
に
よ
る

自
然
増
な
ど
で
21
年
度
比
４
３

９
３
億
円
増
え
、
36
兆
２
７
３

５
億
円
と
な
っ
た
。
政
府
の
判

た
。
そ
の
中
で
、
今
次
改
定
よ
り
歯
科

用
貴
金
属
の
随
時
改
定
が
、
変
動
率
に

関
わ
ら
ず
年
４
回
実
施
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
随
時
改

定
で
は
根
本
的
な
解
決
と
は
言
え
な
い

た
め
、
引
き
続
き
医
療
現
場
と
の
乖
離

を
改
善
す
る
よ
う
行
政
に
対
策
を
求
め

て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
他
、
会
員
の
日
常
的
な
サ
ポ
ー

ト
を
行
う
た
め
、
保
険
点
数
の
こ
と
や

査
定
・
返
戻
、
労
務
・
税
務
、
経
営
的

な
お
悩
み
や
契
約
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
相

談
も
行
っ
て
い
ま
す
。
新
規
開
業
さ
れ

た
先
生
方
が
、
新
規
指
導
の
対
象
と
な

っ
た
際
に
は
、
個
別
で
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
各
種
研
究
会
・
講
習

会
は
歯
科
医
師
の
診
療
に
役
立
つ
も
の

を
毎
月
開
催
し
て
お
り
、
最
近
は
、
多

数
の
先
生
方
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ

う
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
に
も
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
生
活
の
助
け
と
し
て
は
、
万
が

一
の
際
に
役
立
ち
、
保
険
料
も
お
手
頃

の
共
済
制
度
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま

す
。
歯
科
に
関
わ
る
情
報
に
つ
い
て

は
、
メ
ー
ル
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
加

え
、
会
員
な
ら
無
料
で
利
用
で
き
る

「
デ
ン
タ
ル
ブ
ッ
ク
」
と
い
う
多
数
症

例
が
掲
載
さ
れ
、
補
助
金
の
申
請
動
画

も
活
用
で
き
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
も
ご

ざ
い
ま
す
。

　
協
会
は
、
先
生
方
が
お
困
り
の
時
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
お
役
に
立

て
る
よ
う
、
日
々
精
進
し
、
そ
の
声
を

関
係
機
関
に
届
け
、
歯
科
医
療
の
改
善

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
も
し
、
お
知
り

合
い
に
、
ま
だ
協
会
に
ご
入
会
さ
れ
て

い
な
い
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
、
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

東
京
歯
科
保
険
医
協
会

組
織
部
長　
福
島
崇

歯
初
診
の
施
設
基
準
変
更
の
注
意
点
　
解
説

　
協
会
は
３
月
24
日
、
日
本
教
育
会
館
・
一
ツ
橋
ホ
ー
ル
（
千
代
田
区
一
ツ
橋
）
で
２
０
２
２
年
度
診

療
報
酬
改
定
の
新
点
数
説
明
会
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
で
開
催
し
た
。
会
場
参
加
者
１
９
６
名
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

者
８
２
７
名
と
な
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
が
取
材
に
訪
れ
た
。
冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た

坪
田
有
史
会
長
は
、
今
次
改
定
の
特
徴
点
に
触
れ
、
財
源
が
概
ね
90
億
円
し
か
な
く
、
初
・
再
診
料
が

引
き
上
げ
ら
れ
る
と
は
い
え
、
Ｐ
基
処
な
ど
の
廃
止
も
行
わ
れ
て
お
り
、
全
体
で
プ
ラ
ス
に
な
り
に
く

い
と
説
明
。
ま
た
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
は
歯
科
の
意
見
が
半
数
を
超
え
た
こ
と
を
紹
介
し
、
中

医
協
が
十
分
応
え
た
と
は
言
え
な
い
が
、
現
場
の
声
を
行
政
に
伝
え
な
け
れ
ば
、
現
場
で
起
き
て
い
る

問
題
は
変
わ
ら
な
い
と
指
摘
し
た
。
深
刻
に
な
っ
て
い
る
金
パ
ラ
の
原
価
割
れ
問
題
、
今
後
重
要
に
な

る
医
科
歯
科
連
携
の
推
進
な
ど
に
取
り
組
む
と
し
、
会
員
に
諸
活
動
へ
の
理
解
と
協
力
を
求
め
た
。

病
患
者
画
像
活
用
指
導
料
（
Ｐ

画
像
）
が
別
に
算
定
で
き
る
よ

う
な
っ
た
こ
と
を
解
説
。
歯
周

病
検
査
１
回
に
つ
き
Ｐ
画
像
は

１
回
（
５
枚
ま
で
）
の
算
定
に

な
る
た
め
、
注
意
を
促
し
た
。

　
口
腔
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
感
染

症
の
診
断
の
た
め
の
検
査
と
し

て
保
険
収
載
さ
れ
る
口
腔
細
菌

定
量
検
査
は
、
検
査
機
器
の
購

現
場
の
声
を
行
政
に
届
け
た
い
と
語

る
坪
田
有
史
会
長=

協
会
撮
影

過
去
最
大

22
年
度
予
算
成
立

断
で
国
会
の
議
決
な
し
に
支
出

で
き
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
予
備
費
」
は
21
年
度
に

続
き
５
兆
円
計
上
し
、
そ
の
他

で
５
０
０
０
億
円
と
そ
れ
ぞ
れ

21
年
度
予
算
と
同
額
と
し
た
。

一
方
、
歳
入
は
、
企
業
業
績

の
回
復
に
よ
り
税
収
が
21
年
度

当
初
比
13
・
６
％
増
の
65
兆
２

３
５
０
億
円
と
過
去
最
大
に
な

る
見
込
み
。
税
収
増
を
受
け
、

新
規
国
債
の
発
行
は
同
比
15
・

３
％
減
の
36
兆
９
２
６
０
億
円

と
な
る
。
な
お
、
国
債
の
発
行

残
高
は
21
年
度
末
に
初
め
て
1

０
０
０
兆
円
台
を
超
え
、
22
年

度
末
に
は
1
０
２
６
兆
円
に
膨

ら
む
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

ど
な

歳入

歳出
一般会計総額　107 兆 5964 億円

税収
65兆 2350 億円税外収入

5兆 4354 億円

新規国債
36 兆
9260 億円

地方交付税交付金等
15 兆 8825 億円

国債費
24 兆 3393 億円

新型コロナ
対策予備費
5兆円

その他
14 兆
6749 億円

公共事業費
6兆 575 億円

防衛費
5兆 3687 億円

社会保障関係費
36 兆
2735 億円

在
宅
医
療
お
よ
び
レ
セ
プ
ト

記
載
要
領
等
の
留
意
点
を
４
月
に

保険医のセーフティーネットとして機能し、歯科医療の改善に貢献する

入
と
施
設
基
準
の
届
出
が
必
要

で
あ
り
、
対
象
患
者
が
訪
問
診

療
の
患
者
ま
た
は
一
部
の
歯
科

診
療
特
別
対
応
加
算
を
算
定
す

る
患
者
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
導
入
は
医
療
機

関
の
状
況
を
考
慮
し
て
検
討
す

る
よ
う
求
め
た
。

　
医
科
歯
科
連
携
を
評
価
し
た

歯
科
疾
患
管
理
料
に
係
る
総
合

医
療
管
理
加
算
に
つ
い
て
、
施

設
基
準
が
な
く
な
る
た
め
、
常

勤
２
名
以
上
の
要
件
な
ど
が
満

た
せ
な
い
場
合
で
も
算
定
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
診
療
情
報
連

携
共
有
料
を
活
用
し
て
医
科
の

主
治
医
に
情
報
提
供
を
求
め
て

ほ
し
い
と
説
明
し
た
。
そ
の

後
、
各
改
定
点
に
つ
い
て
、
事

例
を
基
に
川
本
弘
理
事
が
解
説

を
加
え
た
。
な
お
、
こ
の
第
１

回
新
点
数
説
明
会
の
動
画
配
信

は
「
デ
ン
タ
ル
ブ
ッ
ク
」
の

「
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
」
で
公
開

し
て
い
る
の
で
、
当
日
参
加
で

き
な
か
っ
た
方
、
説
明
内
容
の

確
認
を
さ
れ
た
い
方
は
、
ぜ
ひ

利
用
し
て
ほ
し
い
。

（１） 第６２５号 ２０２２年（令和４年）４月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （昭和55年８月５日第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

発 行 所
東京歯科保険医協会

〒169-0075
　東京都新宿区高田馬場1-29-8
 いちご高田馬場ビル6階　
電　話　03（3205）2999
振替口座　00180-0-118231
購 読 料　年 6,000円

（会 員 の 購 読 料 は 会
費 に 含 ま れ て い ま す）



（ 2）第６２５号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２２年（令和４年）４月１日 （第三種郵便物認可）
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全
体
で
み
れ
ば
プ
ラ
ス
に
な
ら
な
い

　
今
次
改
定
で
は
、
か
か
り
つ
け
歯
科
医
機
能
、
訪
問
診
療
及

び
医
科
歯
科
連
携
の
拡
充
が
行
わ
れ
、
わ
ず
か
だ
が
基
礎
的
技
術

料
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
歯
科
の
改
定
率
は
プ
ラ
ス
０

・
29
％
と
近
年
ま
れ
に
み
る
低
い
改
定
率
と
な
っ
て
お
り
、
初

・
再
診
料
を
引
き
上
げ
る
た
め
に
日
常
診
療
の
点
数
が
犠
牲
に

な
る
な
ど
、
点
数
の
付
け
替
え
が
行
わ
れ
た
。

  「
一
物
二
価
」
と
の
批
判
の
あ
っ
た
歯
周
病
安
定
期
治
療
の(

Ⅰ) 

と(

Ⅱ)

が
統
合
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ま
で
歯
周
病
安
定
期
の
治
療

に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
き
た
歯
科
医
院
の
努
力
を

置
き
去
り
に
し
た
改
定
の
手
法
に
は
納
得
が
い
か

な
い
。

　
長
期
化
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
り
、
治
療
の
中
断
あ
る
い
は
受
診
を
手
控
え
る

状
況
が
頻
繁
に
起
き
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
徐
々

に
患
者
が
減
少
し
、
医
院
経
営
を
あ
き
ら
め
ざ
る
を
得
な
い
会

員
も
出
て
い
る
。

　
今
次
改
定
は
、
感
染
対
策
に
よ
り
コ
ス
ト
が
か
か
る
歯
科
医

院
経
営
か
ら
み
て
、
不
十
分
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
改
定
で
あ

る
。　

金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金
の

　
原
価
割
れ
が
解
消
さ
れ
て
い
な
い

　
金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金
（
以
下
、「
金
パ
ラ
」）
の
原
価
割
れ

の
解
消
を
求
め
て
、
協
会
は
改
善
を
求
め
る
署
名
を
厚
生
労
働

省
に
提
出
し
た
。
今
次
改
定
で
は
乖
離
幅
に
係
ら
ず
３
カ
月
ご

と
に
歯
科
用
貴
金
属
価
格
が
改
定
さ
れ
る
ほ
か
、
そ
の
元
と
な

る
素
材
価
格
の
参
照
時
期
の
タ
イ
ム
ラ
グ
が
改
定
の
３
カ
月
前

か
ら
２
カ
月
前
ま
で
に
短
縮
さ
れ
る
。
タ
イ
ム
ラ
グ
の
短
縮
に

よ
り
市
場
価
格
と
の
乖
離
は
多
少
改
善
さ
れ
る
が
、
会
員
が
求

め
て
い
た
の
は
原
価
割
れ
が
生
じ
な
い
仕
組
み
で
あ
る
。

　
今
次
改
定
で
償
還
価
格
が
１
グ
ラ
ム
当
た
り
３
１
４
９
円
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
が
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な
ど

に
よ
っ
て
特
に
パ
ラ
ジ
ウ
ム
が
高
騰
し
、
医
療
機
関
で
の
金
パ

ラ
の
購
入
額
は
こ
れ
を
超
え
て
赤
字
の
ま
ま
で
あ
る
。
改
定
が

あ
っ
て
も
赤
字
が
解
消
さ
れ
な
い
異
常
事
態
だ
。

　
厚
生
労
働
省
は
、
今
次
改
定
の
附
帯
意
見
の
中
に
、
随
時
改

定
の
見
直
し
後
の
影
響
を
検
討
す
る
こ
と
を
盛
り
込
ま
な
か
っ

た
。
消
極
的
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
7
月
の
随
時
改
定
を
待
つ
こ

と
な
く
、
早
急
な
対
応
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　
金
パ
ラ
の
高
騰
で
患
者
負
担
も
増
え
る
た
め
、
国
が
責
任
を

も
っ
て
金
パ
ラ
の
配
給
を
行
う
な
ど
の
対
策
を
講
ず
る
べ
き
で

あ
る
。
今
次
改
定
で
レ
ジ
ン
前
装
チ
タ
ン
冠
が
導
入
さ
れ
た
が
、

製
作
は
鋳
造
に
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
鋳
造
欠
陥
が
発
生
し
や

す
い
。
粗
悪
な
補
綴
物
を
提
供
で
き
な
い
た
め
歯
科
技
工
士
を

悩
ま
せ
て
い
る
。
ま
た
、
チ
タ
ン
に
よ
る
ブ
リ
ッ
ジ
は
保
険
適

用
外
で
あ
り
、
レ
ア
メ
タ
ル
を
含
む
金
パ
ラ
を
使
用
す
る
こ
と

は
、
心
も
懐
に
も
痛
み
を
感
じ
る
。

　
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
イ
ン
レ
ー
の
導
入
も
金
パ
ラ
の
代
替
と
し

て
の
評
価
は
す
る
も
の
の
、
金
パ
ラ
に
比
べ
耐
久
性
が
劣
る
。

再
製
作
と
な
れ
ば
そ
の
分
医
療
費
が
増
え
る
こ
と
や
患
者
の
信

頼
を
損
な
う
こ
と
に
繋
が
る
。

　
医
科
歯
科
連
携
や

　
訪
問
診
療
の
推
進
が
小
幅

　
医
科
歯
科
連
携
で
は
、
総
合
医
療
管
理
加
算
の
施
設
基
準
の

廃
止
及
び
対
象
疾
病
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
を
追
加
、
な
ら
び
に
医
科
が
歯

科
に
訪
問
診
療
を
依
頼
す
る
際
の
診
療
情
報
提
供
料(

Ⅰ)

の
加
算

の
対
象
拡
大
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
総
合
医
療

管
理
加
算
の
対
象
疾
病
の
追
加
は
1
疾
病
の
み
、

さ
ら
に
周
術
期
等
口
腔
機
能
管
理
料
に
関
す
る
推

進
策
が
な
い
な
ど
、
改
善
は
小
幅
で
あ
る
。

　
訪
問
診
療
で
は
、
在
宅
療
養
支
援
歯
科
診
療
所

２
の
施
設
基
準
の
要
件
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
が
、

訪
問
診
療
に
取
り
組
む
医
療
機
関
を
推
進
す
る
策

は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

 

　
総
枠
拡
大
を
し
な
け
れ
ば

 

　
歯
科
の
展
望
は
開
け
な
い

　
今
次
改
定
で
歯
科
改
定
率
が
0
・
29
％
と
低
値
で
あ
っ
た
が
、

重
要
項
目
に
十
分
な
評
価
が
さ
れ
な
か
っ
た
。
歯
科
が
国
民
に

果
た
す
役
割
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
は
、
相
応
の
財
源
を
確
保

し
た
上
で
、
評
価
の
充
実
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　
本
声
明
は
、
歯
科
の
低
い
改
定
率
で
不
十
分
な
評
価
が
さ
れ

て
い
な
い
問
題
を
指
摘
し
、
根
本
的
な
問
題
で
あ
る
歯
科
医
療

費
の
総
枠
拡
大
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
２
０
２
２
年
３
月
10
日

東
京
歯
科
保
険
医
協
会 

第
22
回
理
事
会

プ
ラ
ス
改
定
を
感
じ
ら
れ
な
い

 表 ： 新 設 さ れ た 略 称
項　目 略　称

 初期の根面う蝕
 電子的保健医療情報活用加算（初診）
 電子的保健医療情報活用加算（再診）
 連携強化診療情報提供料
 通信画像情報活用加算
 口腔細菌定量検査
 Ｎｉ―Ｔｉロータリーファイル加算
 歯周病安定期治療
 歯肉弁根尖側移動術
 歯肉弁歯冠側移動術
 歯肉弁側方移動術
 遊離歯肉移植術
 チタン冠
 根面板
 レジン前装チタン冠
 ＣＡＤ／ＣＡＭインレー
 磁石構造体
 キーパー付き根面板
 プラークコントロール

 根Ｃ
 初電
 再電
 連情
 ＩＣＴ加算
 口菌検
 ＮＲＦ
 ＳＰＴ
 ＡＰＦ
 ＣＰＦ
 ＬＰＦ
 ＦＧＧ
 ＴｉＣ
 ＲＣ
 前装ＴｉＣ又はゼンソウＴｉＣ
 ＣＡＤＩｎ
 マグ
 ＲＣＫ
 プラーク．Ｃ又はプラコン　＊

 ＊：「プラーク．Ｃ」に加えて「プラコン」が追加された

―
４
月
以
降
、
再
度
の
届
出

が
必
要
な
も
の

　

施
設
基
準
の
改
定
に
よ

り
、「
歯
科
診
療
特
別
対
応
連

携
加
算
」
ま
た
は
「
外
来
後
発

医
薬
品
使
用
体
制
加
算
」
を
届

出
し
て
い
る
医
療
機
関
で
、
４

月
以
降
も
算
定
を
継
続
す
る
場

合
に
は
、
４
月
20
日(

水)

ま
で

に
関
東
信
越
厚
生
局
東
京
事
務

所
（
以
下
、「
厚
生
局
」）
へ
届

出
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す

（
新
し
い
施
設
基
準
の
要
件

は
、
要
点
と
解
説
の
37
、
73
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

　
ま
た
、
１
年
間
の
経
過
措
置

は
あ
り
ま
す
が
、
在
宅
療
養
支

援
歯
科
診
療
所
１
は
２
０
２
３

年
３
月
末
ま
で
に
新
し
い
施
設

基
準
の
再
届
出
が
必
要
で
す
。

―
院
内
感
染
防
止
対
策
研
修

の
再
受
講

　
歯
初
診
の
研
修
に
新
興
感
染

症
対
策
が
加
わ
っ
た
た
め
、
歯

初
診
を
届
出
し
て
い
る
医
療
機

関
は
、
２
０
２
３
年
３
月
末
ま

で
に
、
新
し
い
研
修
を
再
度
受

講
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
再

度
の
届
出
は
必
要
な
く
、
年
１

回
７
月
に
厚
生
局
に
報
告
し
ま

す
。
協
会
で
は
、
６
月
以
降
に

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
の
開
催
を
準

備
し
て
い
ま
す
の
で
そ
ち
ら
を

ご
利
用
く
だ
さ
い（
５
面
参
照
）。

例
外
と
し
て
、
旧
基
準
の
研
修

を
２
０
２
１
年
４
月
～
２
０
２

２
年
３
月
に
受
講
し
て
い
る
場

合
は
、
研
修
日
か
ら
２
年
間
は

施
設
基
準
を
満
た
し
ま
す
。
ま

た
、
新
基
準
の
研
修
を
改
定
前

　
こ
の
度
、
東
京
都
が
「
子

ど
も
医
療
費
助
成
制
度
」
の

対
象
を
所
得
制
限
付
き
で
中

学
３
年
生
か
ら
高
校
３
年
生

ま
で
に
拡
大
す
る
と
発
表
し

た
。
協
会
は
こ
れ
ま
で
保
険

で
安
心
し
て
き
ち
ん
と
し
た

診
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

と
い
う
目
的
と
、
急
速
に
超

高
齢
社
会
が
進
む
日
本
に
お

談 話

い
て
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
達

を
健
全
に
成
長
さ
せ
る
こ
と
は

社
会
が
果
た
す
べ
き
責
任
で
あ

る
と
い
う
理
由
か
ら
10
年
以
上

に
わ
た
り
東
京
都
へ
子
ど
も
医

療
費
助
成
制
度
の
拡
大
を
要
望

し
続
け
て
き
た
。
こ
の
度
我
々

の
想
い
が
つ
い
に
実
っ
た
。

　
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
が

２
０
２
０
年
に
全
国
的
に
実
施

し
た
「
学
校
健
診
後
治
療
調
査

」
で
も
、
健
診
後
に
「
要
受
診

」
と
判
断
さ
れ
た
生
徒
の
未
受

診
率
が
全
診
療
科
で
特
に
高
校

生
に
お
い
て
顕
著
に
表
れ
た
。

大
半
の
市
区
町
村
が
、
15
歳
の

年
度
末
ま
で
を
医
療
費
助
成
の

対
象
と
し
て
お
り
、
対
象
外
で

あ
る
高
校
生
に
お
い
て
、
受
診

抑
制
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
こ

声明

都
内
全
域
へ
の
「
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
」
の
拡
充
を
求
め
る

                                   

横
山
靖
弘
（
東
京
歯
科
保
険
医
協
会 

地
域
医
療
部
長
）

　
今
次
改
定
で
は
、「
歯
科
点
数
表
の
初
診
料
の
注
1
に
規
定
す
る
施
設
基
準
」（
歯
初
診
）
の
研
修
項
目
の
追
加
や
一
部
の
施
設
基
準

の
見
直
し
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
主
な
特
徴
を
解
説
し
ま
す
。
他
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
会
員
に
３
月
23
日
㈬
頃
に
お
送
り
し
て
い
る

「
2
０
２
２
年
改
定
の
要
点
と
解
説
」（
以
下
、「
要
点
と
解
説
」）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
レ
セ
プ
ト
の
記
載
要
領
や
疑
義
解
釈

な
ど
に
つ
い
て
は
、第
４
回
新
点
数
説
明
会
に
お
い
て
解
説
を
行
い
ま
す
（
事
前
予
約
制
）。
ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
（
５
面
参
照
）。

に
受
講
し
て
い
る
場
合
は
、
研

修
日
か
ら
４
年
間
有
効
で
す
。

―
か
強
診
の
場
合
は
毎
月
Ｓ

Ｐ
Ｔ
算
定
可
能

　
か
か
り
つ
け
歯
科
医
機
能
強

化
型
歯
科
診
療
所
（
以
下
、

「
か
強
診
」）
が
算
定
で
き
る

Ｓ
Ｐ
Ｔ
（
Ⅱ
）
が
廃
止
さ
れ
、

歯
周
病
安
定
期
治
療
（
以
下
、

「
Ｓ
Ｐ
Ｔ
」）
の
か
強
診
加
算

１
２
０
点
へ
と
変
わ
り
ま
し
た
。

Ｓ
Ｐ
Ｔ
（
Ⅱ
）
の
算
定
回
数
で

あ
る
毎
月
算
定
で
き
る
取
り
扱

い
に
は
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
４
月
以
降
は
Ｓ
Ｐ
Ｔ
お
よ

び
か
強
診
加
算
を
算
定
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
包
括
項
目
が
変
更
さ
れ
、
Ｓ

Ｐ
Ｔ
と
は
別
に
歯
周
病
検
査

（
歯
周
基
本
検
査
ま
た
は
歯
周

精
密
検
査
）、
お
よ
び
歯
周
病

患
者
画
像
活
用
指
導
料（
以
下
、

「
Ｐ
画
像
」）
を
算
定
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
た
め
、

Ｓ
Ｐ
Ｔ
と
同
日
に
歯
周
病
検
査

ま
た
は
Ｐ
画
像
を
算
定
す
る
か

否
か
で
点
数
が
変
わ
り
ま
す
。

　
な
お
、
Ｐ
画
像
は
、
歯
周
病

検
査
と
異
日
で
も
算
定
で
き
ま

す
が
、
１
回
の
歯
周
病
検
査
に

つ
き
１
回
の
算
定
で
す
。

―
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
イ
ン
レ

ー
と
大
臼
歯
の
扱
い

　
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
イ
ン
レ
ー

は
、
小
臼
歯
ま
た
は
大
臼
歯
の

隣
接
面
を
含
む
複
雑
窩
洞
が
対

象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
単
純
窩

洞
は
対
象
外
で
す
。

　
大
臼
歯
に
用
い
る
場
合
は
、

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
と
同
様

に
、
金
属
ア
レ
ル
ギ
ー
が
な
い

患
者
の
場
合
は
６
番
の
み
が
対

象
で
、
７
番
が
４
本
と
も
残
存

し
、
左
右
の
咬
合
支
持
が
あ
っ

て
過
度
な
咬
合
圧
が
加
わ
ら
な

い
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

材
料
の
名
称
お
よ
び
ロ
ッ
ト
番

号
な
ど
を
記
載
し
た
文
書
（
シ

ー
ル
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、
保

管
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
金
属
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
患

者
の
取
り
扱
い
は
、「
要
点
と

解
説
」
の
１
１
６
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

―
初
期
の
根
面
う
蝕
病
名
は

「
根
Ｃ
」

　
初
期
の
根
面
う
蝕
の
略
称
と

し
て
「
根
Ｃ
」
が
新
設
さ
れ
ま

し
た
（
左
記
表
参
照
）。
初
期

の
根
面
う
蝕
に
対
す
る
フ
ッ
化

物
歯
面
塗
布
処
置
１
１
０
点

は
、「
根
Ｃ
」
病
名
で
算
定
し

て
く
だ
さ
い
。

 

22
年
度
診
療
報
酬
改
定
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

の
結
果
か
ら
う
か
が
え
る
。

　
こ
の
対
象
年
齢
の
拡
大
は
、

「
高
校
生
の
未
受
診
率
」
の
減

少
や
「
高
校
生
に
な
る
と
一
部

負
担
金
が
３
割
に
な
る
こ
と
か

ら
、
中
学
生
の
う
ち
に
治
療
を

終
わ
ら
せ
る
よ
う
に
案
内
を
出

し
て
い
る
と
い
う
」
現
場
の
意

見
の
解
消
に
も
繋
が
り
、
大
い

に
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
前
進
が
あ
る
一

方
で
、
多
摩
地
区
の
多
く
の
市

・
町
で
は
、
子
ど
も
の
一
部
負

担
金
が
１
回
の
外
来
受
診
に
つ

い
て
２
０
０
円
を
負
担
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
問
題
は
、
い
ま

だ
に
解
決
さ
れ
て
い
な
い
。

　
２
０
１
７
年
に
当
協
会
が
実

施
し
た
「
学
校
歯
科
治
療
調
査

」
で
は
、
学
校
歯
科
健
診
で
「

要
受
診
」
と
診
断
さ
れ
た
後

の
歯
科
医
院
の
受
診
率
は
、

一
部
負
担
金
の
有
無
に
よ
り
、

大
き
な
差
が
表
れ
て
い
る
。
ま

た
、
一
部
負
担
金
が
課
せ
ら
れ

て
い
る
地
域
の
養
護
教
諭
か
ら

は
、「
要
受
診
」
と
学
校
で
診

断
さ
れ
て
も
、「
一
部
負
担
金

が
あ
る
こ
と
で
受
診
勧
奨
を
し

に
く
い
」
等
の
声
も
多
く
挙
が

っ
て
い
た
。

　
協
会
は
、
居
住
地
に
よ
っ
て

子
ど
も
が
必
要
な
医
療
を
受
け

ら
れ
な
い
よ
う
な
医
療
費
助
成

制
度
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
子

ど
も
た
ち
が
い
つ
で
も
安
心
し

て
必
要
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
今
後
も
一
部
負
担
金
の

廃
止
を
求
め
て
い
く
。

２
０
２
２
年
３
月
10
日
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３
月
４
日
、
協
会
よ
り
メ
ー

ル
が
届
い
た
。
開
い
て
見
る
と

診
療
報
酬
改
定
の
概
要
に
関
す

る
知
ら
せ
で
あ
っ
た
。
読
み
進

め
て
い
く
と
今
次
改
定
が
極
め

て
希
薄
な
中
身
の
変
更
で
あ
る

こ
と
が
見
て
取
れ
た
。

―
根
源
的
な
解
決
策
が
必
要

な
金
パ
ラ
問
題�

現
在
、
多
く
の
開
業
医
の
経

営
を
圧
迫
し
て
い
る
要
因
の
一

つ
に
金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金
の

価
格
高
騰
が
あ
る
。
近
年
、
原

価
割
れ
が
進
ん
で
い
た
と
こ
ろ

へ
追
い
討
ち
を
か
け
る
よ
う
に

有
事
が
勃
発
し
異
常
な
乱
高
下

を
続
け
て
い
る
。
安
定
供
給
が

難
し
い
天
然
資
源
の
利
用

は
、
患
者
、
歯
科
医
師
、
技
工

士
に
負
担
を
強
い
る
ば
か
り
で

な
く
地
球
環
境
へ
の
負
荷
と
い

う
点
か
ら
も
控
え
ざ
る
を
得
な

い
。
同
時
に
「
白
い
歯
」
へ
の

ニ
ー
ズ
も
高
ま
っ
て
い
る
。

―
先
ず
は
応
症
を
見
極
め
て

今
次
改
定
項
目
の
一
つ
に
Ｃ

Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
イ
ン
レ
ー
の
導

入
が
あ
る
。
算
定
要
件
は
、
Ｃ

Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
に
準
じ
金
属

ア
レ
ル
ギ
ー
を
有
し
な
い
患
者

の
場
合
、「
隣
接
面
を
含
む
複

雑
窩
洞
に
限
り
、
小
臼
歯
及
び

上
下
顎
両
側
の
第
二
大
臼
歯
が

全
て
残
存
し
、
左
右
の
咬
合
支

持
が
あ
る
患
者
に
対
し
、
過
度

な
咬
合
圧
が
加
わ
ら
な
い
場
合

に
お
け
る
第
一
大
臼
歯
に
使
用

す
る
場
合
」
と
あ
る
。
６
番
の

場
合
、
１
１
０
０
点
＋
内
面
処

理
加
算
の
45
点
（
従
来
か
ら
の

レ
ジ
ン
イ
ン
レ
ー
は
２
２
０

点
、
金
パ
ラ
イ
ン
レ
ー
は
、
９

８
４
点
）
と
な
る
。
当
院
が
依

頼
し
て
い
る
歯
科
技
工
所
の
担

当
テ
ク
ニ
シ
ャ
ン
に
問
い
合
わ

せ
る
と
、
す
で
に
複
数
の
医
院

か
ら
要
望
が
あ
る
よ
う
で
導
入

に
前
向
き
な
答
え
が
返
っ
て
き

た
。
そ
こ
で
、
セ
ッ
ト
後
の
破

折
、
再
製
作
料
金
に
つ
い
て
質

問
す
る
と
「
先
生
方
か
ら
再
製

料
を
頂
く
わ
け
に
は
行
き
ま
せ

ん
。
た
だ
模
型
を
見
て
再
形
成

を
お
願
い
す
る
頻
度
は
、
増
え

る
と
思
い
ま
す
」
と
の
答
え
が

返
っ
て
き
た
。

適
正
な
窩
洞
外
形
な
ど
臨
床

上
の
留
意
点
は
、
今
後
、
学
会

が
示
す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
注
視

川本　弘/足立区

（かわもと・ひろし）

小林　顕/板橋区

（こばやし・あきら）

関心を集める

ＣＡＤ／ＣＡＭインレー

導入に際して

算定ハードル

導入コスト… 

小規模改定も注視が必要

ま
ず
は
と
も
か
く
も
、
諸
般

の
事
情
の
あ
る
中
、
医
科
プ
ラ

ス
０
・
26
％
、
調
剤
プ
ラ
ス
０

・
08
％
に
対
し
、
歯
科
プ
ラ
ス

０
・
29
％
の
改
定
率
に
つ
い

て
、
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
関
係

各
位
を
ご
慰
労
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
般
の
改
定
を
俯
瞰

し
た
時
、
比
較
的
小
規
模
な
も

の
で
あ
る
と
の
印
象
を
受
け
ま

し
た
。
多
岐
に
わ
た
る
施
設
基

準
や
適
用
範
囲
に
、
協
会
の
解

説
書
を
精
読
す
る
意
欲
が
湧
か

な
い
の
は
私
が
若
く
な
い
か
ら

で
す
ね
。
と
も
あ
れ
い
く
つ
か

の
項
目
に
つ
い
て
、
個
別
に
感

想
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
電
子
的
保
健
医
療
情
報
活

用
加
算(

新
設)

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス

テ
ム
は
相
応
の
設
備
投
資
が
必

要
と
な
る
の
で
、
こ
の
加
算
は

当
然
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で

も
な
お
、
協
会
新
聞
に
も
取
り

上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
積
極
的

に
導
入
す
る
状
況
な
の
か
見
解

が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
す
よ
ね
。

◆
通
信
画
像
情
報
活
用
加
算

(

新
設)

個
人
的
な
話
で
恐
縮
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
も
歯
科
衛
生
士
単
独

で
専
門
的
な
訪
問
衛
生
指
導
を

実
施
し
た
際
、
適
宜
モ
バ
イ
ル

カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
画
像
を
送

受
信
し
て
利
用
し
て
い
た
の
で
、

報
酬
が
算
定
で
き
る
こ
と
は
喜

ば
し
く
思
い
ま
す
。�

◆
在
宅
総
合
医
療
管
理
加
算

(

改
定)施

設
基
準
が
廃
止
さ
れ
対
象

疾
患
が
一
つ
増
え
た
と
い
う
も

の
の
、
こ
の
加
算
を
算
定
す
る

に
あ
た
り
医
科
か
ら
の
文
書
の

提
供
が
必
要
、
と
の
要
件
は
依

然
と
し
て
高
い
ハ
ー
ド
ル
で

す
。
医
科
歯
科
連
携
推
進
の
観

点
か
ら
引
き
続
き
、
歯
科
か
ら

医
科
に
対
し
て
情
報
提
供
を
求

め
る
文
書
を
積
極
的
に
発
行
す

る
努
力
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

◆
小
訪
問
口
腔
リ
ハ
指
導
管

理
料(

改
定)

医
療
ケ
ア
児
に
対
す
る
歯
科

の
取
り
組
み
は
こ
れ
か
ら
、
と

い
う
感
じ
が
あ
り
ま
す
。
算
定

範
囲
が
拡
充
さ
れ
た
こ
と
は
、

こ
の
取
り
組
み
を
後
押
し
す
る

こ
と
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
の

で
、大
い
に
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

◆
口
腔
細
菌
定
量
検
査
　

(

新
設)新

規
保
険
適
用
の
検
査
な
の

で
、
臨
床
で
の
活
用
が
楽
し
み

で
す
が
、
こ
れ
に
用
い
る
器
械

の
見
積
も
り
を
入
手
し
た
と
こ

会
員
が
見
た
診
療
報
酬

2022月３月31日限りで廃止となる主な経過措置医薬品一覧

製造・販売中止の医薬品

名称が変更となった医薬品について

　以下の経過措置医薬品は、製造・販売が中止または名称変更に伴い、2022年３月31日以
降は保険請求ができなくなりますのでご注意ください。下表にない医薬品や詳細について
は、当協会または医薬品情報担当者、各種メーカーなどにお問合せください。

剤形 経過措置医薬品 現行品目

内服薬 カルバゾクロムスルホン酸Na錠30mg�
「TCK」 →

・カルバゾクロムスルホン酸ナトリウム��
　錠�30mg「日医工」�
・カルバゾクロムスルホン酸�Na�錠��
　30mg�「YD」

内服薬 クラリスロマイシンDS10%小児用
「日医工｣�100mg → ・クラリスロマイシンDS10%小児用

　｢EMEC｣
内服薬 ジアスターゼ〈ハチ〉 → ・ジアスターゼ「ケンエー」

内服薬 ジアスターゼ「ヨシダ」 → ・ジアスターゼ原末「マルイシ」�
・ジアスターゼ「ニッコー」

内服薬
セフテラムピボキシル細粒

→ ・トミロン®�細粒小児用20%
小児用10% ｢日医工｣

内服薬 バファリン配合錠A330�330mg →
・カロナール®�錠�200
・カロナール®�錠�300
・カロナール®�錠�500

内服薬 ロキソプロフェンナトリウム錠60mg
「ファイザー」 →

・ロキソプロフェンナトリウム錠�　
　60mg�「日医工」�
・ロキソプロフェン�Na�錠�60mg
　「サワイ」

歯科用�
薬剤 コーパロン歯科用表面麻酔液�6％ → ・プロネスパスタアロマ

剤形 経過措置医薬品
内服薬 アジスロマイシン錠250mg「YD」
内服薬 ジアスターゼ「日医工」
内服薬 スルガム錠100mg
内服薬 スルガム錠200mg

剤形 経過措置医薬品
内服薬 メコバラミン錠250μg「YD」0.25mg
内服薬 レボフロキサシン錠250mg「ニットー」
注射薬 フトラフール注400mg�4％ 10mL
注射薬 注射用フトラフール400�400mg

す
る
べ
き
だ
。
当
該
症
例
に
対

す
る
習
熟
度
の
個
人
差
も
あ
る

が
、
形
成
不
足
が
原
因
の
脱
離

や
破
折
、
反
対
に
形
成
後
の
歯

髄
症
状
が
原
因
の
抜
髄
な
ど
短

期
間
で
の
再
治
療
は
、
患
者
の

信
頼
を
失
い
、
ト
ラ
ブ
ル
の
原

因
と
な
る
。
私
自
身
は
、
対
合

関
係
や
隣
在
歯
の
処
置
の
有
無

な
ど
該
当
症
例
を
精
査
し
て
導

入
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。
症

例
を
重
ね
、
こ
の
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ

Ａ
Ｍ
イ
ン
レ
ー
が
十
分
臨
床
に

耐
え
う
る
も
の
な
ら
ば
、
Ｃ
Ａ

Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
も
含
め
て
算
定

要
件
を
拡
大
し
、
第
二
大
臼
歯

が
欠
損
で
あ
っ
て
も
対
合
歯
が

義
歯
で
あ
る
場
合
の
第
一
大
臼

歯
を
算
定
可
と
す
る
の
も
一
考

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ろ
、
税
込
価
格
が
数
十
万
円

（
三
百
数
十
回
の
算
定
相

当
）
の
上
、
長
期
欠
品
、
納
期

未
定
、
と
の
こ
と
で
す
。
対
象

患
者
が
限
定
さ
れ
る
こ
と
、
訪

問
口
腔
リ
ハ
・
小
訪
問
口
腔
リ

ハ
に
包
括
、
歯
周
病
検
査
の
算

定
月
に
は
算
定
で
き
な
い
、
な

ど
の
制
約
も
あ
り
、
さ
て
さ

て
、
す
で
に
活
用
さ
れ
て
い
る

先
生
方
の
実
例
報
告
を
期
待
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
処
置

や
手
術
、
歯
冠
修
復・欠
損
補
綴
、

な
ど
の
増
点
部
分
に
つ
い
て

は
、
後
期
高
齢
者
自
己
負
担
割

合
２
割
と
相
ま
っ
て
、
経
済
的

理
由
に
よ
る
受
診
抑
制
に
つ
な

が
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

◆
そ
し
て
私
た
ち
の
患
者
さ
ん

は
〝
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
全
身
疾
患
で
あ
る

〟
と
の
認
識
が
必
要
で
す
ね
。

４
月
１
日
よ
り
、
新
た
な
体
系
の
診
療
報
酬
が
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

歯
科
は
プ
ラ
ス
０
・
29
％
と
な
っ
た
。
今
回
の
改
定
を
現
場
の
歯
科
医
師

た
ち
は
ど
う
見
た
の
か
。
会
員
の
先
生
方
の
声
を
紹
介
す
る
。

声
　
自
動
車
の
排
気
ガ
ス
を
浄
化
す
る
た
め
の

触
媒
と
し
て
、
近
年
、
需
要
の
増
大
を
背
景

に
価
格
が
高
騰
し
て
き
た
パ
ラ
ジ

ウ
ム
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
を
機
に
そ
の
価
格
が
さ
ら
な
る

急
激
な
上
昇
を
見
せ
て
い
る
。
そ

の
原
因
と
し
て
、
主
要
産
出
国
の

ロ
シ
ア
と
南
ア
フ
リ
カ
で
世
界
全

体
の
約
85
％
を
占
め
る
こ
と
、
使

用
用
途
の
ほ
と
ん
ど
が
触
媒
や
電

子
回
路
等
の
工
業
用
途
で
あ
る
こ

と
、
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
近
年
の
パ
ラ
ジ
ウ
ム
価
格
の
高

騰
に
合
わ
せ
て
、
診
療
報
酬
の
随

時
改
定
が
３
カ
月
お
き
に
行
わ
れ

る
よ
う

に
な
っ

た
が
、

後
追
い

の
改
定
で
あ
る
以
上

「
実
勢
価
格
」
と
「

診
療
報
酬
」
と
の
間
に
差
額
が
生
じ
る
こ
と
に

は
変
わ
り
が
な
い
。
現
在
の
よ
う
な
急
騰
に
お

い
て
は
、
そ
の
３
カ
月
の
間
に
各

医
院
の
経
営
努
力
だ
け
で
は
埋
め

難
い
ほ
ど
の
差
額
が
生
じ
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
無
論
、

こ
れ
ほ
ど
急
激
な
変
化
が
起
こ
る

と
は
厚
生
労
働
省
も
想
定
外
な
の

か
も
し
れ
な
い
。

　
そ
も
そ
も
公
定
・
固
定
価
格
で

あ
る
医
療
保
険
で
、
相
場
に
よ
る

著
し
い
価
格
変
動
の
起
こ
り
得
る

材
料
を
取
り
扱
う
こ
と
自
体
に
無

理
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
供
給
元
が
極
め
て
限
ら
れ

る
材
料
は
安
全
保
障
上
の
観
点
か

ら
も
一
考
を
要
す
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
歯
科
に
お
け
る
医
療

保
険
制
度
が
で
き
た
頃
に
は
、
ブ

リ
ッ
ジ
を
含
む
歯
冠
修
復
に
利
用
で
き
る
材
料

が
こ
の
よ
う
な
材
料
し
か
な
か
っ
た
が
、
現
在

は
治
療
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
、
価
格
変
動
の

少
な
い
、
新
し
い
材
料
が
存
在
す
る
。

　
時
間
の
猶
予
は
あ
ま
り
な
い
。
一
刻
も
早
く
、

こ
の
よ
う
な
新
し
い
素
材
を
部
位
等
の
制
約
な

し
に
保
険
へ
の
導
入
を
求
め
る
。
さ
も
な
く
ば
、

金
属
代
の
完
全
患
者
負
担
か
補
綴
治
療
の
保
険

適
用
除
外
を
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
か
も
し

れ
な
い
。

 歯科医療に影を落とす 歯科医療に影を落とす

ウ ク ラ イ ナ 侵 攻  
金パラ使用の再考
杉島 康義 （すぎしま ・ やすよし） /  町田市

会員

寄稿

会員から寄せられ
た歯科医療への想
い（＝声）をご紹介
します

“
”

ロシアのウクライナ侵攻によりパラジウム価格が高騰している。ロシアのウクライナ侵攻によりパラジウム価格が高騰している。
（3月1日、ハルキウの荒廃した都市中心部の惨状＝（3月1日、ハルキウの荒廃した都市中心部の惨状＝DepositphotosDepositphotos））

歯科診療報酬  
２０２２年改定特設ページ
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オンライン資格確認の現状と注意すべき点
　2022 年度歯科診療報酬改定で「電子的保健医療情報活用加算」が新たに導入された。ただし、請求できるのは施設基準を満たしオンライン請求
を行っている医療機関に限定され、マイナンバーカードによる資格確認で患者の薬剤情報等を取得して診療を行った場合に、初診料に７点を、再
診料に月１回に限り４点を加算できる。対象となるオンライン請求を行っているのは東京の歯科医療機関の 20.1％でしかない（2021 年 12 月現在）。
　また、準備として、マイナンバーカードを健康保険証として利用できるように患者が手続きを完了している割合は、人口比で６％程度とまだ低い。
政府はカードそのものの普及に向けオリンピックメダリストやタレントなどを登場させ、宣伝に力を入れている。

＜マイナポータルの利用規約＞
協会では「東京歯科保険医新聞 2022 年３月（第 624 号）」で
マイナポータルの利用規約の問題点について解説を行った。
利用者の自己責任の問題など問題点を指摘している。
導入を検討されている方は記事を参考にしながら改めて規約
に目を通してもらいたい。
＜厚労省からの回答＞
　協会は 2022 年 10 月に厚生労働省の担当者をお呼びして、顔認証付きカードリーダー等
に関する学習会を行った。質問に対する回答が厚労省からあったので一部を紹介する。国
は 2023 年度末までにすべての医療機関での導入を行おうとしていること、導入によるメ
リットが紹介されたが歯科医院では大きなメリットにはなりにくいこと、将来の機器入れ
替えや回線のメンテナンスなど費用負担が見込まれること、従業員への守秘義務の再徹底
が必要なこと等導入にあたっては注意すべき点が明らかになった。参考にしていただきたい。

＜カード普及状況＞
　３月１日現在マイナンバーカードは 46.3％の都民に交付
されている。全国の交付率 42.4％より 3.9 ポイント多い。
マイナンバーカードに健康保険証機能を持たせた枚数は全
国で 7,762,561 枚。カード発行枚数に占める割合は 14.4％、
人口に占める割合は 6.1％となっている。健康保険証の機
能を持ったマイナンバーカードは、国民の 100 人に６人程
度が保持しているに止まっている。

マイナンバーカード交付数 (３/１現在 )

オンライン資格確認の導入状況及び顔認証付きカードリーダー申込状況（3/13 現在）

・マイナンバーカードの保険証利用登録件数 (全国 )　7,762,561 件（3/13）
・カード発行枚数に占める割合　14.4％
・人口に占める割合　6.1％

＜歯科医療機関での普及状況＞
歯科医療機関でマイナンバーカードでの受診を受け付けるには、顔認証付きカードリー
ダーが必要になる。３月 13 日現在東京の歯科医療機関で設置が完了しているのは 672 医
療機関 6.2％に止まっている。厚労省では 2023 年３月末までに、全医療機関への導入を方
針としている。

＜医療機関での導入＞
　システムを導入するには (1) 顔認証付きカードリーダー、(2) 資格確認端末、(3) 院内・院
外でのネットワーク設備、(4) レセコンの設定が必要となる。新たにランニングコストが必
要な場合もあるので注意が必要だ。
（１）顔認証付きカードリーダーは、申請をすれば歯科診療所に対しては国から 1台が無償
　　  提供される。申請後キャンセルは可能だが、タイミングによっては機器の買取が必要             
         となり、99,000 円の費用が発生する場合もある。
（２）資格確認端末として、コンピューターを導入する。安定した運用が必要なため新規購   
         入が推奨されている。
（３）院内・院外での新たなネットワークを構築する。ルーターと呼ばれる機器を設置し、
         院内では顔認証付きカードリーダー、資格確認端末とレセコンの接続を行う。ルーター
         を介して院外のオンライン資格確認システムと接続する。院外への接続には特別な光
         回線またはIP-sec＋IKE接続を使用する。このため業者による回線工事も必要になる。
（４）資格確認端末等で得た患者情報をレセコンに反映させるためには、そのための設定作
         業が必要となる。導入しているレセコンやバージョンによって条件が異なるため、レ
         セコンベンダーの作業が必要となる。ソフト・ハードの新規購入も必要となる場合も
         ある。

　上記（２）～（４）の費用は医院ごとの状況によって異なる。また、この費用に対して
は国から 32.1 万円を上限とした補助が受けられる。補助を受けるには 2023 年 3 月末までに
補助対象事業を完成させ、2023 年 6 月末までに補助金の交付申請を行う。
　レセコンベンダーのパック料金にはランニングコストが含まれるものもある。ただし、
通信の保守をＮＴＴに依頼すれば月額 2,200 円等の保守料も必要になる。

１．全ての医療機関に国の負担で導入することは考えていないのでしょうか。

６． 昨日まで国保だった人が、本日付けで社保になった場合、オンライン資格確認を導
　　入していれば、タイムラグなしに変更できるのでしょうか？

５．歯科医師や歯科衛生士は歯科医師法等により守秘義務が課せられていますが、受付
　　を担当する者には法的な守秘義務は課せられていません。医療機関内ですべての職
　　員に守秘義務を課す必要があるのでしょうか。

３．オンライン資格確認システム導入の義務化については考えていないとのことですが、
　導入を行わない場合のペナルティーは設定されるのでしょうか。

４．ハードやソフト、インフラのリプレース期間の目途および費用額、費用負担者につ
　　いて、想定されていることを教えてください。

２．導入した医療機関への、実費以上のインセンティブは考えているのでしょうか。

マイナポータル
利 用 規 約

回答

回答

回答

回答

回答

回答
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保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

＜会場参加、および動画視聴時にご用意いただくもの＞＜会場参加、および動画視聴時にご用意いただくもの＞

・「2022年改定の要点と解説」を参考資料として使用し
　ます。会員の方には、郵送物の登録先に３月23日（水）
　頃に１冊無料で送付していますので、必ずご用意の上
　で、視聴または会場にてご参加ください。
・追加で購入したい方は、①会場販売（１冊2,000円）、
　②郵送（1冊3,000円
　※送料・代引き手数料含む）にてご購入いただけま
　す。注文される場合は、協会ホームページ内の案内に
　沿ってお申し込みください。

予約方法予約方法
会員の方が会場参加をする場合には、各回とも予約が必要です
（事前予約制）。予約は、協会ホームページ内「歯科診療報酬
2022年度改定特設ページ」にある申込フォームから、開催日の
２日前までにご予約ください（右のQRコードからもアクセスで
きます）。未入会の方の場合は、恐れ入りますが、03-3205-
2999(組織部)へお電話ください。

＜＜動画配信（オンデマンド配信）動画配信（オンデマンド配信）の視聴方法の視聴方法＞＞

・新点数説明会の動画は、①協会ホームページ内にある「デンタルブック」のバナー
　をクリックし、②ログイン画面でパスワードなどを入力してログインし、③ログイ
　ン後のトップページ上にある「動画コンテンツ」からご視聴いただけます。
・視聴には「デンタルブック」の登録が必要です。未登録の場合は、協会ホームペー
　ジ内の「デンタルブック」バナーからアクセスし、「新規会員登録」を行ってくだ
　さい(５面左のQRコードからもアクセス可)。

概　要 日　時 会　場 定　員 動画配信
（オンデマンド配信）

第３回
「在宅医療」

４月 20 日（水）
午後６時 30 分～９時 00 分

なかのZERO
大ホール

（中野区中野 2-9-7）

会場：600 名
（ライブ配信なし）

4月 25 日 ( 月 ) から動画配信 (オン
デマンド配信 )を実施予定です。

第４回
「保険請求時の留意点」
※レセプトの記載要領、疑義解釈など

４月 26 日（火）
午後６時 30 分～９時 00 分

会場：600 名
（ライブ配信なし）

5月 2日 ( 月 ) から動画配信 (オン
デマンド配信 )を実施予定です。

第１回
「改定の要点」

※第２回（3月 29 日開催）も同内容です

３月 24 日（木）
午後６時 30 分～９時 00 分

日本教育会館・
一ツ橋ホール ― 「デンタルブック」で動画配信 (オ

ンデマンド配信 )を行っています。

３月末より、疑義解釈、新しいレセプトの様式、摘要欄記載など
の記載要領および略称などが発出されています。それらを踏まえ
て、会員の皆様からのご質問が多い項目を中心に、在宅医療およ
び保険請求などの留意点について説明会を開催します。
　今回は感染症対策を目的に、説明会の動画配信も実施中です。
なお、会場席（事前予約制）もご用意します。

電子書籍デンタルブック電子書籍デンタルブック
保険請求や知りたい情報をたくさん学べる！

※右のQRコードより会員登録ください

　　

　今次改定で歯初診の施設基準が変更になり、院内感染防止に係る標準予防策お
よび新興感染症に対する対策が研修項目に追加されました。当講習会は、これら
に対応した内容を含む講習会です。新規で歯初診の届出を行う方を対象に開催し
ますので、対象の会員はご参加ください。参加にあたっては事前申し込みが必要
です。開始時刻に遅れた場合は修了証は発行できません。修了証は後日郵送とな
りますので併せてご了承ください。
　なお更新を目的とした受講は参加できません。更新のための講習会は、6月以
降にｅラーニングでの開催を準備していますのでそちらをご利用ください。準備が
でき次第改めてご案内いたします。
※ 2022 年３月 31 日現在既に届出を行っている医療機関は、講習会の再受
　 講の期日が、2023 年 3 月 31 日に延長されました。

日 時　４月 26 日（火）午後３時 30 分～４時 30 分（受付は午後３時～）
講　師　濱﨑 啓吾 氏
　　　　（東京歯科保険医協会院内感染防止対策委員会委員長）
会　場　なかのZERO大ホール (JR中央線「中野駅」より徒歩５分）
対象者　歯初診の届出を新規にする会員、会場参加を希望する会員
定　員　100 名
参加費　1,000 円（修了証代込み）
　　　　当日、受付でのお支払いになります。
　　　　※修了証は後日郵送となります。
予　約　要予約
申込み方法　QRコードからお申込みください。
　　　　※講習会を途中入場、途中退席をされた場合は、
　　　　　講習会の修了証は発行できません。

第 1回院内感染防止対策講習会第 1回院内感染防止対策講習会

この講習会は、1日で「歯初診」「外来環」「歯援診」「か強診」の施設基準に対
応した修了証を取得できます。また、医療法で定められている年 2回の医療安全
講習会にも対応しています。
※【注意】「歯初診」の更新のための講習会は、６月頃に eラーニングシステムを
用いて行う予定ですので、そちらでのご受講をご検討ください。また、「歯初診」
には、最低限の経過措置期間が設けられていますので、すぐにご受講いただく必
要はございません。詳細は、「2022 年改定の要点と解説」の 17ページをご確認く
ださい。加えて、申し込みフォーム内の施設基準の内容もご一読ください。

日 時　5 月 29 日（日）
　　　　「歯初診、外来環、か強診、歯援診」13 時～ 18 時 30 分（予定）
　　　　「歯初診、外来環」16 時～ 18 時 30 分（予定）
講　師　繁田 雅弘 氏（東京慈恵会医科大学精神医学講座 教授）
　　　　坂下 英明 氏（明海大学名誉教授／朝日大学客員教授／我孫子
　　　　　　　　　　  聖仁会病院口腔外科センター長）
　　　　馬場 安彦 氏（東京歯科保険医協会 副会長）
　　　　森元 主税 氏（東京歯科保険医協会 理事）
内　容　在宅医療・介護等、歯科疾患の重症化予防に資する継続管理
　　　　（口腔機能の管理を含む）、高齢者の心身の特性（認知症を含
　　　　む）、院内感染防止、緊急時対応、医療事故、偶発症等
会　場　TAP高田馬場
対象者　会員限定※代理の方の出席は認められません。
定　員　90 名（定員がございますので、お早めに）
　　　　※感染拡大防止の観点から、
　　　　　定員数を縮小しての開催となります。
参加費　「４つの施設基準対応」：8,000 円（修了証代込）
　　　　「外来環」「歯初診」のみ：5,000 円（修了証代込）
要予約　QRコードからお申し込みください。
　　　　また、ホームページ上からもお申込みいただけます。
　　　　※遅刻・途中退室の場合は、修了証の発行はできません。
　　　　※修了証の発行は会員ご本人に限らせていただきます。

第第１１回歯初診・外来環・回歯初診・外来環・
歯援診・か強診のための講習会歯援診・か強診のための講習会

優待券をお求めの方は、ＱＲコード↑より
お申し込みください。「プリンスホテル」を
はじめ、複数の優待をご用意しております。

会員優待サービス会員優待サービス

終了

2022年度診療報酬改定
✿新点数説明会

参加費用や手続き参加費用や手続き
◆会員の方
①動画配信（オンデマンド配信）で視聴する場合
　・予約は不要で、費用は無料です。通信料は参加者のご負担になります。
②会場参加の場合
・完全予約制です。開催日２日前までにご予約ください。
・会員、またはスタッフの参加費は、会員証１枚で１名無料、２人目以降１名につき
　1,000円です。
・ゴールドの会員証（右図）を必ずご持参ください。提
　示がない場合、入場が遅れることやお断りすること
　があります。紛失された場合は再発行（手数料1,808
　円）となり、発行まで１カ月程度かかりますので、お
　早めに組織部までお申し出ください。
・例年受付が大変混み合います。同伴者が参加す
　る場合、同伴者が遅れて入場するなど個別対応
　はいたしかねますので、必ず全員お揃いの上でご入場ください。
・必ずマスクの持参、および着用をお願いいたします。また、検温を実施 し、発熱
　が認められる方などにつきましては入場を控えていただく場合があります。なお、
　会場の規定から座席指定や入場者名簿の作成などを行う場合がありますので、あ
　らかじめご了承ください。
◆未入会員の方
　未入会員の場合は、第３～４回説明会において、１会場につき１名あたり30,000円
　で会場参加いただけます。なお、会員として参加を希望される場合は、事前の入
　会をお願いしております。参加希望の方は事前に03-3205-2999（組織部）へお電話く
　ださい。

会員証見本 ※こちらをご持参ください

研
究
会
・
行
事
案
内

第１・３・４回終了後、動画配信（オンデマンド配信）を行います。感染対策の観点から、ぜひ動画配信（オンデマンド配信）をご活用ください。



向
し
て
い
た
頃
、
当
時
の
理
事
長
か
ら
促
さ

れ
、
全
国
の
支
部
審
査
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
審
査
会
の
最
終
日
に
先
生
方
か

ら
話
を
聞
き
、
現
場
の
リ
ア
ル
な
意
見
に
触

れ
、
非
常
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
あ
の
３
年

間
で
現
場
の
先
生
方
の
点
数
や
算
定
要
件
に
対

す
る
考
え
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
以

後
、
診
療
報
酬
改
定
の
責
任
者
に
な
っ
た
時
に

そ
の
経
験
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

―
ご
自
身
が
携
わ
っ
て
き
た
診
療
報
酬
改
定

を
踏
ま
え
、令
和
４
年
度
改
定
を
ど
う
見
ま
す
か
。

　
社
保
審
の
医
療
保
険
部
会
、
医
療
部
会
で
基

本
的
な
医
療
政
策
に
つ
い
て
審
議
し
、
診
療
報

酬
に
関
す
る
「
基
本
方
針
」
を
策
定
し
ま
す
。

そ
の
「
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、
中
医
協
で
個

別
診
療
報
酬
項

目
に
関
す
る
点

数
や
算
定
要
件

な
ど
細
か
く
審

議
し
ま
す
。
在

宅
に
つ
い
て
は

平
成
20
年
度（
２

０
０
８
年
度
）
改
定
で
在
宅
療
養
支
援
歯
科
診

療
所
を
新
設
し
ま
し
た
が
、
在
宅
訪
問
を
行
う

歯
科
医
療
機
関
は
あ
ま
り
増
え
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
数
が
増
え
な
い
な
か
、
高
齢
者
は
増
え
て

い
き
ま
す
。
ど
う
や
っ
て
効
率
的
に
在
宅
診
療

を
行
っ
て
も
ら
う
か
、
今
後
は
歯
科
で
も
専
門

性
が
深
ま
り
、
歯
科
医
療
機
関
の
専
門
性
を
問

わ
れ
る
時
代
に
な
る
と
も
思
い
ま
す
。
訪
問
を

積
極
的
に
行
え
る
診
療
所
と
一
般
の
診
療
所

が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
協
力
し
、
一
緒
に
や
っ

て
い
く
か
が
課
題
で
す
。
今
回
の
改
定
は
改
定

率
０
・
29
％
増
で
、
こ
こ
数
回
の
改
定
で
は
低

い
改
定
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。
初
診
料
１
点
あ

げ
る
の
に
８
億
円
、
再
診
料
１
点
で
32
億
円
、

計
40
億
円
か
か
り
ま
す
。
財
源
が
少
な
い
中
で

ど
う
効
率
的
に
配
分
を
行
う
か
が
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。
診
療
報
酬
改
定
は
、
今
後
の
歯
科
医

療
の
あ
る
べ
き
姿
を
具
現
化
す
る
手
段
の
一
つ

で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
今
後
、
診
療
報
酬
改
定
の
方
向
性
と
は
。

　
自
分
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
は
予
防
歯
科
な
の

で
、
診
療
報
酬
改
定
を
担
う
に
し
て
も
、
歯
科

の
現
場
で
仕
事
を
す
る
に
し
て
も
、
政
策
的
な

部
分
は
、
必
ず
「
予
防
」
を
念
頭
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
ヘ
ル
ス
（
保
健
／health

）
と

イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス(

保
険
／insurance)

は
不
可
分
一
体
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
歯
科
医

療
の
提
供
体
制
、
医
学
的
な
見
地
な
ど
を
基
礎

と
し
て
、
診

療
報
酬
に
反

映
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
連

携
型
の
歯
科
医

療
を
ど
う
具
現

化
し
て
い
く
か
、
か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
中
心

と
し
た
地
域
完
結
型
の
歯
科
医
療
提
供
に
ど
う

結
び
つ
け
る
の
か
が
重
要
で
す
。
最
終
的
に
は
、

歯
科
の
分
野
か
ら
健
康
長
寿
と
健
康
寿
命
の
延

伸
に
基
づ
く
、
長
寿
社
会
の
実
現
に
ど
う
貢
献

が
で
き
る
か
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

―
疾
病
医
療
が
基
本
の
公
的
医
療
保
険
に
、

予
防
医
療
が
含
ま
れ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

　
昔
は
、
歯
を
削
っ
て
詰
め
る
と
い
う
治
療
中

心
の
医
療
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
治

療
中
心
に
加
え
て
口
腔
機
能
管
理
の
維
持
管
理

・
回
復
の
歯
科
治
療
へ
の
転
換
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
健
全
な
ま
ま
の
維
持
が
理
想
だ

と
思
い
ま
す
。
私
は
、
削
ら
な
い
治
療
は
な
い

か
と
、
ず
っ
と
考
え
て
き
ま
し
た
。
将
来
的
に

は
健
全
歯
の
管
理
料
を
算
定
で
き
る
よ
う
に
な

れ
ば
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
歯
科
の
疾
病
は

予
防
が
可
能
で
す
。
専
門
家
が
何
カ
月
か
に
一

度
診
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
重
症
化
す
る
も
の
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
将
来
的
に
予
防
が
重
視
さ
れ
る

時
代
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

自
然
に
健
康
に
な
れ
る
環
境
づ
く
り
な
ど
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
な
歯
科
保
健
政
策
の
提
言
も
行
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
効
率
的
に
歯
科

健
診
を
行
う
こ
と
は
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

I n t e r v i e w 予防歯科の観点から目指す地域貢献
診療報酬改定に活きた地方での経験　 田口 円裕　

　
４
月
１
日
、
令
和
４
年
度
（
２
０
２
２
年
度
）
診
療
報
酬
改
定
が
施
行
さ
れ
た
。
診
療
報
酬
の
改

定
は
向
こ
う
２
年
間
、
保
険
医
が
隣
り
合
わ
せ
る
重
要
な
『
転
換
』
で
あ
る
。
１
９
９
４
年
に
厚
生

省
へ
入
省
し
、
27
年
間
に
わ
た
り
、
歯
科
保
健
医
療
政
策
に
携
わ
り
、
そ
の
充
実
・
発
展
を
目
指

し
、
歯
科
医
療
管
理
官
と
し
て
平
成
26
・
28
年
度
（
２
０
１
４
・
１
６
年
度
）
の
診
療
報
酬
改
定
に

も
深
く
携
わ
っ
て
き
た
の
が
、
今
回
紹
介
す
る
田
口
円
裕
（
た
ぐ
ち
・
の
ぶ
ひ
ろ
）
氏
。
現
在
、
東

京
歯
科
大
学
歯
科
医
療
政
策
学
教
授
と
し
て
教
鞭
を
と
る
田
口
氏
に
、
専
門
と
す
る
「
予
防
歯
科
」

や
ご
自
身
が
携
わ
っ
た
診
療
報
酬
改
定
の
経
験
な
ど
に
つ
い
て
伺
っ
た
。
聞
き
手
は
当
協
会
会
長
の

坪
田
有
史
。

―
歯
科
医
師
に
な
っ
た
き
っ
か
け
か
ら
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　
実
家
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
で
、
も
と
も
と

は
歯
科
医
師
や
医
師
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
高
校
入
学
後
、
医
師

や
歯
科
医
師
を
目
指
す
人
が
周
り
に
多
か
っ
た

こ
と
と
、
仲
が
良
い
友
人
の
お
父
様
が
歯
科
医

師
で
、
何
度
か
遊
び
に
行
っ
た
時
に
そ
の
姿
を

見
て
、「
こ
ん
な
仕
事
も
あ
る
の
か
」
と
興
味

を
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
歯
科
医
師
は
手
に

職
を
付
け
ら
れ
る
仕
事
だ
と
考
え
、
生
ま
れ
育

っ
た
地
元
の
長
崎
大
学
歯
学
部
に
進
学
し
ま
し
た
。

―
大
学
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
学
び
ま
し

た
か
。

　
学
生
時
代
の
講
義
で
、
と
て
も
印
象
深
か
っ

た
の
は
、
予
防
歯
科
の
講
義
で
し
た
。
歯
科
疾

患
は
医
科
の
疾
患
に
比
べ
て
種
類
が
限
定
的

で
、
発
生
が
予
期
し
や
す
い
と
感
じ
、
予
防
法

に
つ
い
て
追
究
し
た
ほ
う
が
面
白
そ
う
だ
と
思

い
ま
し
た
。

―
そ
こ
か
ら
、
予
防
歯
科
の
道
を
歩
み
始
め

た
の
で
す
ね
。
厚
生
省
の
歯
科
技
官
に
な
っ
た

経
緯
も
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
大
学
の
部
活
の
顧
問
が
予
防
歯
科
の
教
授

で
、
自
分
の
思
い
を
伝
え
予
防
歯
科
に
進
む
こ

と
に
し
ま
し
た
。
講
義
は
地
域
の
開
業
医
や
厚

生
省
の
歯
科
技
官
の
先
生
な
ど
様
々
な
方

が
、
予
防
だ
け
で
な
く
口
腔
管
理
や
地
域
医
療

な
ど
を
教
え
る
形
で
、
そ
の
頃
か
ら
将
来
の
選

択
肢
に
「
行
政
」
が
あ
り
ま
し
た
。
卒
業
し
て

５
年
目
に
厚
生
省
で
歯
科
技
官
の
募
集
が
あ

り
、
恩
師
に
相
談
し
て
受
験
し
、
入
省
し
ま
し

た
。
最
初
は
上
か
ら
言
わ
れ
た
こ
と
を
や
る
ば

か
り
で
し
た
。
た
だ
、
地
方
に
転
勤
す
る
と
歯

科
担
当
が
１
人
だ
っ
た
の
で
様
々
な
計
画
を
作

っ
た
り
、
地
元
の
先
生
と
事
業
を
実
施
し
た
り

と
、
貴
重
な
経
験
を
積
み
ま
し
た
。

―
地
方
で
の
経
験
は
今
で
も
活
か
さ
れ
て
い

ま
す
か
。

　
２
０
０
９
年
か
ら
12
年
ま
で
支
払
基
金
に
出

たぐち ・ のぶひろ　1989年、長崎大学歯学部卒業。1994年に厚生
省（現・厚生労働省）に入省し、医政局歯科保健課課長補佐、保険
局医療課課長補佐、社会保険診療報酬支払基金歯科専門役、2012
年から保険局医療課歯科医療管理官、2016年から医政局歯科保健
課長などを歴任。2021年に退官し、同年10月に東京歯科大学歯科
医療政策学教授に就任。現在に至る。

―
次
に
、
医
科
歯
科
連
携
に
つ
い
て
の
お
考

え
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
診
療
に
限
ら
ず
、
口
腔
と
全
身
の
健
康

の
関
係
性
が
指
摘
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
歯
科
で

も
点
数
に
反
映
さ
せ
て
は
い
ま
す
が
、
医
科
の

先
生
に
ご
理
解
い
た
だ
か
な
い
と
難
し
い
部
分

が
あ
り
ま
す
。
１
人
の
要
介
護
者
を
診
る
時
、

医
科
の
先
生
が
主
体
的
に
な
っ
て
、
口
腔
内
に

き
ち
ん
と
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
か
ど
う

か
が
重
要
で
す
。
平
成
26
年
度
（
２
０
１
６
年

度
）
改
定
で
医
科
側
に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
加

え
た
際
、
私
は
歯
科
医
療
管
理
官
を
務
め
て
い

ま
し
た
が
、
医
科
の
補
佐
が
歯
科
の
こ
と
を
理

解
し
て
く
れ
る
人
物
で
し
た
。
大
き
な
点
数
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
医
科
の
点
数
表
に
歯
科
関

連
の
項
目
を
入
れ
る
の
は
か
な
り
大
変
で
し
た
。

―
歯
科
衛
生
士
や
歯
科
技
工
士
と
の
関
係
性

に
つ
い
て
課
題
は
あ
り
ま
す
か
。

　
歯
科
衛
生
士
、
歯
科
技
工
士
も
含
め
、
三
職

種
が
連
携
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
特
に
歯
科

衛
生
士
は
、
歯
科
医
師
の
診
療
な
ど
を
カ
バ
ー

し
て
い
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。
歯
科
技
工
士
も

高
齢
化
が
進
み
、
後
継
者
も
少
な
い
の
で
、
業

務
範
囲
の
再
考
も
必
要
と
思
い
ま
す
。
歯
科
医

師
と
し
て
も
歯
科
医
技
工
士
に
や
っ
て
も
ら
い

た
い
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

―
現
在
の
大
学
教
育
の
分
野
か
ら
実
現
し
た

い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　
行
政
で
27
年
間
務
め
、
常
日
頃
か
ら
医
療
職

種
に
対
す
る
世

間
の
目
は
厳
し

い
と
意
識
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の

中
で
感
じ
た
こ
と

は
、
よ
り
一
層
、

歯
科
医
師
の
先
生

方
に
世
の
中
の
仕
組
み
や
、
歯
科
医
療
だ
け
で

は
な
く
、
各
種
の
政
策
決
定
の
過
程
へ
目
を
向

け
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
点
で
す
。
超
高
齢

社
会
が
進
み
要
介
護
者
に
歯
科
医
療
の
提
供
が

必
要
に
な
る
と
、
歯
科
医
師
個
人
の
人
間
性
が

強
く
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
は
、
よ
り
一
層
国

民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
た
め
に
、
社
会
に
貢
献
す

る
姿
勢
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
学
で

は
学
生
教
育
の
中
で
、
社
会
性
を
持
っ
て
、
地

域
の
方
々
と
協
働
し
て
社
会
的
に
地
域
に
貢
献

で
き
る
よ
う
な
歯
科
医
師
を
養
成
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
政
策
学
の
観
点
で
は
、

公
衆
衛
生
を
や
り
つ
つ
歯
科
医
療
を
や
っ
て
い

る
と
、
ヘ
ル
ス
と
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
は
分
け

て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
感
じ
ま
す
。
医

療
提
供
体
制
と
歯
科
医
療
の
あ
り
方
は
密
接
に

関
係
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
研
究
し
な
が
ら

新
し
い
方
向
性
を
提
言
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
歯
科
医
療
政
策
学
は
、
新
し
い

学
問
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
の
歯
科

医
療
の
あ
り
方
を
先
生
方
と
一
緒
に
考
え
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
学
生
に
期
待
す
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

　
国
だ
け
で
政
策
を
作
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
専
門
の
先
生
方
の
意
見
を
聞
き
、
社
会
情

勢
を
踏
ま
え
て
「
将
来
的
な
歯
科
医
療
は
こ
う

あ
る
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
提
示
し
な
い
と
、

若
い
人
は
理
解
で
き
な
い
部
分
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。
学
生
に
は
、
わ
が
国
の
社
会
保
障
政
策

が
ど
の
よ
う
な
方
向
を
目
指
し
、
そ
れ
と
歯
科

の
政
策
が
ど
の
よ
う
に
連
動
し
て
い
る
の
か
に

つ
い
て
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
。
将
来
的
な
歯

科
医
療
の
需
要
、
医
療
提
供
体
制
の
形
を
若
い

う
ち
か
ら
意
識
し
て
い
る
と
、
自
分
の
役
割
、

社
会
の
中
で
の
役
割
に
興
味
を
持
て
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

―
最
後
に
、
大
切
に
し
て
い
る
言
葉
を
。

　
亡
く
な
っ
た
大
学
時
代
の
恩
師
か
ら
「
現
状

維
持
は
後
退
と
同
じ
だ
か
ら
、
少
し
で
も
前
進

し
な
さ
い
」と
よ
く
言
わ
れ
ま
し
た
。「keep 

on going

」
の
精
神
で
す
。
長
崎
に
は
精

霊
流
し
の
文

化
が
あ
っ

て
、
恩
師
が

亡
く
な
っ
た

時
に
、
精
霊

船
の
帆
に
中

原
中
也
の

「
帰
郷
」
の
一
節
が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

「
あ
　ゝ
お
ま
へ
は
な
に
を
し
て
来
た
の
だ
と

…
吹
き
来
る
風
が
私
に
云
ふ
」
と
あ
り
、
そ
れ

は
す
ご
く
印
象
的
で
し
た
。
厚
労
省
を
辞
め
た

時
も
、「
自
分
な
り
に
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
き

た
け
れ
ど
、
人
の
た
め
に
少
し
で
も
何
か
で
き

た
の
か
な
」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。
節
目
の
時

に
い
つ
も
思
い
出
す
大
切
な
言
葉
で
す
。

―
本
日
は
貴
重
な
お
時
間
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

将
来
を
担
う
歯
学
生
に
は
、
社
会
の
中
で
の
歯
科
の
役
割
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
し
た
い—

と
想
い
を
語
る
田
口
円
裕
氏=

協
会
撮
影

東京歯科大学歯科医療政策学教授

前厚生労働省医政局歯科保健課長

歯
科
の
「
役
割
を
意
識
し
た
」

地
域
貢
献
を

  

土
壌
に
は
予
防
歯
科

  

今
次
改
定
を
前
に
思
う

　
医
科
歯
科
連
携
の
あ
る
べ
き
形

社会保障審議会
医療保険部会・医療部会

中央社会保険医療協議会

内　閣
○予算編成過程を通じ
　て改定率を決定

○基本的な医療政策について審議
○診療報酬改定に係る「基本方針」
　を策定

○社会保障審議会で決定された「基本方針」に基づき審議
○個別の診療報酬項目に関する点数設定や算定条件等につい
　て審議

（６）第６２５号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２２年（令和４年）４月１日 （第三種郵便物認可）

ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com



（７） 第６２５号 ２０２２年（令和４年）４月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

条 　 件

申 請 期 限

申 請 方 法

給付上限額

条 　 件

対 象 期 間

申 請 期 限

申 請 方 法

濃厚接触者に症状（発熱・咳・息苦しさ・強い倦怠感など）はあるか？

保健所や発熱相談センター等へ連絡し検査

療　養

陽性者と最終接触日

から７日間

療　養

検査または発症した日から１０日間経過かつ症状軽快後

７２時間以上経過

※高熱が続いたり、息苦しさを感じるなど症状が重い場合は

　保健所やかかりつけ医に相談。

自宅待機

陽性者との最終接触日を０日と

して８日目に自宅待機解除

※症状が出た場合は保健所や

　かかりつけ医に相談。

当該従業員が代替困難な

医療業務に従事しているか？

再度、健康観察をし

症状はあるか？

自宅待機

陽性者との最終接触日を０日とし、

４日目までは自宅待機、４・５日目

に抗原定性検査キットを使用し、両

日陰性で自宅待機解除。または、検

査をしない場合は８日目に解除。

事業者判断

事業者の責任において５日目から業務に従事

させて可。なお、７日間が経過するまでは

　・業務以外の不要不急の外出は控える

　・通勤時の公共交通機関の利用をできる

　　だけ避ける

　・健康観察は継続し、マスク着用や会食

　　を避けるなどの感染対策を実施

連　絡

事業者のある所轄の

保健所や発熱相談センター、

かかりつけ医等へ連絡
陽性者の場合の労務について

●傷病手当金で補償
　被用者保険に加入している場合、要件を満たせば保険者 ( 協会けんぽなど )

　から傷病手当金が支給。療養のために休日をとり起算して３日を経過した日

　から、直近１２カ月の平均の標準報酬日額の３分の２の補償あり。なお、国

　保の場合でも各自治体で特例的に支給している場合がある。

　申請は従業員が、加入する保険者に確認を取り手続きを行う。

●労災保険で補償
　業務外で感染したことが明らかな場合を除き、医療従事者であれば原則と

　して労災保険の休業補償の対象となる。

　休業４日目から休業１日あたり給付基礎日額の８割の補償あり。申請は、　

　従業員が労働基準監督署に確認を取り手続きを行う。なお、歯科医師は事

　業主であっても労働保険事務組合に加入すれば、労災保険に特別加入が可能。

　※「保険医休業保障共済保険」については、本紙１３・１４面をご覧ください。

濃厚接触者の場合の労務について

　使用者の責に帰すべき事由による休業

　の場合に当てはまるため、

　使用者は、休業期間中の休業手当

　（平均賃金１００分の６０以上）を

　支払わなければならない。

　なお、休業手当を支払った場合、支給

　要件に合致すれば、雇用調整助成金の

　支給対象になる。有給休暇については、

　労働者の同意があれば、「有給休暇」

　として扱うことは可能。

　医療従事者は一定の要件を満たすと

　待機期間中でも業務従事が可能

　「医療従事者である濃厚接触者に対す

　る外出自粛要請への対応について」

陽性者の発症日２日前（無症状の方は検体採取日の

２日前）から診断後隔離されるまでの間に接触し、

次の範囲に該当する場合に濃厚接触者となります。

　・患者と同居、あるいは長時間の接触があった人

　・適切な感染防護なしに患者を診察、看護もしく

　　は介護した人

　・患者の気道分泌液もしくは体液等の汚染物質に

　　直接触れた可能性が高い人

　・手で触れることの出来る距離（目安として 1メ

　　ートル）で、必要な感染予防策（マスクなど）

　　なしで１５分以上接触があった人

（２０２２年３月２９日現在）

  【新型コロナ・オミクロン株コールセンター】
　TEL　0570－550－571
　感染の予防に関することや、心配な症状が出た時の対応など、新型コロナウイルス
　感染症に関する相談
  【東京都発熱相談センター】
　TEL　03－5320－4592　または　03－6258－5780  
　発熱等の症状がある方、民間検査機関等で陽性と判定され医師の診断が必要な方

新型コロナウイルス関連で
申請できる助成金・支援金

　「２０２１年１１月～２０２２年３月」のいずれかの月の売上高が

　・２０１８年１１月～２０１９年３月

　・２０１９年１１月～２０２０年３月

　・２０２０年１１月～２０２１年３月

　の同月の売上高と比較して５０％以上または３０％以上５０％

　未満減少していること。

　　　　　　　２０２２年５月３１日 (※申請前に事前確認が必要です )

　※事前確認とは申請希望者が、

　　①事業を実施しているか、

　　②新型コロナウイルス感染症の影響を受けているか、

　　③事業復活支援金の給付対象等を正しく理解しているか等について、

　　　事務局が登録した「登録確認機関」がＴＶ会議または対面で事前に

　　　確認します。過去に一時支援金または月次支援金を受給している

　　　場合、事前確認は不要です。

　　　　　　　電子申請　※電子申請が困難な方向けにサポート会場を開設

　　　　　　　個人の場合、５０％以上 ５０万円、 

　　　　　　　　　　　　　３０％以上５０％未満 ３０万円

●事業復活支援金

　ホームページ

　　　　　　２０２２年６月末まで

　　　　　　「支給対象期間」の最終日の翌日から２カ月以内。　

　（例）賃金の締め切り日が毎月末日であり、判定基礎期間（休業実績を判定

　　　 する１カ月間）を３月１日～３月３１日とすると、６月 1日まで。

　　　　　　事業所の所在地を管轄する都道府県労働局またはハローワークに

　　　　　　様式を届出

●雇用調整助成金　　　　　　　　●雇用調整助成金　　　　　　　　　

　ホームページ　　　　　　　　　　様式ダウンロード

１．新型コロナウイルス感染症の影響により経営環境が悪化し、事業

　　活動が縮小している

２．最近１か月間の売上高または生産量などが前年同月比５％以上

　　減少している (※)

　　※比較対象とする月についても、 柔軟な取り扱いとする特例措置

　　　　があります。

３．労使間の協定に基づき休業などを実施し、休業手当を支払っている

濃厚接触者の定義

ＹＥＳ ＮＯ

ＮＯ
ＹＥＳ

ＹＥＳ ＮＯ

陽性 陰性

陽性
陰性

東京都福祉保健局
身近な人が新型コロ
ナウイルス感染症に
なった方へ

厚生労働省
新型コロナウイルス
に関するＱ&Ａ

詳細はＯＲよ り

チ ェ ッ ク

新型コロナの影響で売上減少により申請できます！

休業手当を一部助成できます！

雇用調整助成金

事業復活支援金

その他、市区町村で助成事業を行っている場合があります。

ＱＲコードよりご確認ください。

J-Net21 東京都（補助金・助成金・融資情報）　

●東京都 23 区内　　　　　　　　　●市町村　

ご不明な点は
経営管理部ま
でお問い合わ
せください。

要件の詳細は
こちら

新型コロナウイルス濃厚接触者
対応フローチャート



歯
科
初
・
再
診
料
の
増
点

 教えて！ 教えて！

 会長!! Vol. 会長!! Vol.5757

歯
科
初
診
料
の
注
１
（
以
下

「
歯
初
診
」）
の
届
出
医
療
機

関
は
、
歯
初
診
の
施
設
基
準
を

満
た
す
院
内
感
染
防
止
対
策
の

現
行
の
研
修
項
目
に
、
新
興
感

染
症
へ
の
対
応
お
よ
び
標
準
予

防
策
が
追
加
さ
れ
、
基
本
診
療

料
で
あ
る
初
診
料
が
３
点
、
再

診
料
が
３
点
、
そ
れ
ぞ
れ
増
点

さ
れ
、
初
診
料
が
２
６
４
点
再

診
料
が
56
点
と
な
り
ま
し
た
。

他
方
、
歯
初
診
の
未
届
出
医
療

機
関
の
場
合
、
初
診
料
２
４
０

点
、
再
診
料
44
点
と
変
更
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
結
果
、

届
出
の
有
無
に
よ
る
差
は
初
診

料
で
24
点
、
再
診
料
で
12
点
と

さ
ら
に
点
差
が
広
が
り
ま
し

２
０
２
２
年
度
診
療
報
酬
改

定
で
初
・
再
診
料
が
増
点
さ

れ
ま
し
た
ね

S p e c i a l  S e r i a l N o . ２ 新型コロナウイルス感染症は

転換期を迎えている

山本光昭
Mitsuaki Yamamoto

前 東京都中央区保健所長

現 社会保険診療報酬支払基金 理事

やまもと ・ みつあき 1984年３月、神
戸大学医学部医学科卒業後、厚生省に入
省。横浜市衛生局での公衆衛生実務を経
て、広島県福祉保健部健康対策課長、厚
生省健康政策局指導課課長補佐、同省国
立病院部運営企画課課長補佐、茨城県保
健福祉部長、厚生労働省東京検疫所長、
内閣府参事官（ライフサイエンス担当）、
独立行政法人国立病院機構本部医療部
長、独立行政法人福祉医療機構審議役、
厚生労働省近畿厚生局長などを歴任し、
2015年7月、厚生労働省退職。兵庫県健
康福祉部医監、同県健康福祉部長、東京
都中央区保健所長を経て、2021年４月よ
り現職。

保
健
所
の
疫
学
調
査
で

得
ら
れ
た
感
染
経
路
の
知
見

新
型
コ
ロ
ナ
の
発
生
当
初
は
、
感
染

経
路
が
必
ず
し
も
明
ら
か
と
は
言
え

ず
、
飛
沫
感
染
や
接
触
感
染
、
さ
ら
に

は
空
気
感
染
の
可
能
性
も
言
わ
れ

た
。
そ
の
た
め
、
感
染
予
防
対
策
と
し

て
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
」

や
「
三
密
対
応
」
な
ど
が
打
ち
出
さ
れ

た
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
保
健
所
に
お
け
る

膨
大
な
疫
学
調
査
の
印
象
で
は
、
圧
倒

的
に
多
い
感
染
経
路
は
、
マ
ス
ク
な
し

の
会
話
な
ど
「
唾
」
の
飛
沫
が
飛
び
交

い
、
吸
い
込
む
場
面
で
あ
り
、
接
触
感

染
も
あ
り
う
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
空

気
感
染
の
可
能
性
は
ほ
ぼ
考
え
に
く
い

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
１
９

９
０
年
代
の
前
半
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
は
当

時
確
実
に
死
に
至
る
と
い
う
恐
怖
の
感

染
症
で
あ
り
、
血
液
媒
介
の
た
め
、
外

科
的
処
置
を
伴
う
歯
科
医
療
に
お
い
て

は
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
。

そ
れ
を
乗
り
越
え
て
き
た
歯
科
医
療

は
、
感
染
経
路
や
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
理
解

と
と
も
に
効
果
的
な
感
染
予
防
対
策
が

徹
底
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
医
科
や

福
祉
・
介
護
分
野
な
ど
と
は
異
な
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
に
関
し
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発

生
し
て
い
な
い
。

効
果
的
な
感
染
予
防
対
策
は

日
本
だ
け
で
な
く
、
世
界
に
お
い
て

も
、
最
初
の
発
生
国
に
お
け
る
街
中
を

マ
ス
ク
姿
で
歩
く
映
像
に
感
化
さ

れ
、
追
随
し
て
し
ま
っ
た
。
発
生
初
期

は
、
感
染
経
路
も
明
瞭
で
な
か
っ
た
の

で
、
仕
方
な
い
側
面
は
あ
っ
た
と
し
て

も
、
現
在
に
至
っ
て
は
、
検
査
検
体
と

し
て
使
わ
れ
る
「
唾
」
が
感
染
原
因
で

あ
る
こ
と
か

ら
、
街
中
を
一

人
黙
々
と
歩
い

て
い
た
り
、
公
園
で
一
人
座
っ
て
い
た

り
し
て
、
感
染
す
る
こ
と
は
あ
り
え

ず
、
マ
ス
ク
は
不
要
と
い
え
よ
う
。

当
初
、
唾
液
で
の
検
査
は
信
頼
性
に

乏
し
い
、
す
な
わ
ち
十
分
な
ウ
イ
ル
ス

量
が
採
取
で
き
な
い
と
さ
れ
、
鼻
咽
頭

ぬ
ぐ
い
液
に
こ
だ
わ
っ
て
い
た
が
、
2

０
２
０
年
６
月
に
は
同
等
性
あ
り
と
し

た
。
本
来
な
ら
、
こ
の
時
点
で
「
唾
」

が
感
染
経
路
に
な
る
こ
と
を
強
調
す
べ

き
で
、
会
話
時
に
お
け
る
マ
ス
ク
着
用

の
徹
底
に
啓
発
を
シ
フ
ト
す
べ
き
で
あ

っ
た
。「
三
つ
の
密
（
密
閉
、
密
集
、

密
接
）」
の
回
避
や
「
人
と
人
と
の
距

離
の
確
保
」「
マ

ス
ク
の
着
用
」

「
手
洗
い
な
ど

の
手
指
衛
生
」
な
ど
と
十
中
八
九
感
染

予
防
対
策
を
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
感
染
が
拡
大
す
る
一
番
の
原
因

は
、
勤
務
時
間
外
や
休
憩
時
間
な
ど
の

時
間
に
マ
ス
ク
を
せ
ず
気
楽
な
会
話
を

楽
し
む
な
ど
と
い
っ
た
、
自
粛
疲
れ
や

自
粛
慣
れ
か
ら
、
リ
ス
ク
の
最
も
高
い

行
為
を
し
て
い
る
た
め
で
は
な
い
か
。

現
在
の
感
染
予
防
に
関
す
る
啓
発
の

最
大
の
問
題
は
、
感
染
経
路
と
し
て
高

リ
ス
ク
と
低
リ
ス
ク
の
も
の
を
総
花
的

に
同
列
扱
い
に
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
圧
倒
的
な
の
は
検
査
検
体
に
も
使

う
「
唾
」
が
飛
び
交
い
、
吸
い
込
む
こ

と
で
あ
り
、
飲
食
店
で
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
に
検
温
し
て
、
人
間
心
理
と
し
て
、

十
中
八
九
対
策
を
し
て
い
る
か
ら
と
、

マ
ス
ク
な
し
で
会
話
を
楽
し
む
と
い
っ

た
最
も
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
行
為
だ
け

を
し
て
、
感
染
と
い
う
話
と
な
る
。
逆

に
、
同
一
職
場
で
感
染
者
が
勤
務
し
て

い
て
も
、
執
務
中
は
会
話
時
の
マ
ス
ク

が
徹
底
さ
れ
る
た
め
、
感
染
し
て
い
な

い
こ
と
が
多
い
。

平
熱
で
あ
っ
て
も
、
検
査
陰
性
で

も
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
済
み
で
も
感
染
し

て
い
る
こ
と
は
あ
り
、
病
原
体
を
含
む

唾
液
を
飛
散
さ
せ
て
他
者
に
う
つ
す
こ

と
が
多
々
あ
る
こ
と
か
ら
、「
唾
」
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
意
識
し
て
も
ら
う
ほ

う
が
、
は
る
か
に
重
要
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、「
人

の
流
れ(

人
流)

」

が
「
感
染
拡
大
」

の
要
因
と
、
一
見
、
科
学
っ
ぽ
い
「
数

値
解
析
」
の
ミ
ス
リ
ー
ド
に
よ
り
、

「
唾
」
の
飛
沫
感
染
を
防
ぐ
と
い
う

「
基
本
」
が
忘
れ
去
ら
れ
、「
風
が
吹

け
ば
桶
屋
が
儲
か
る
」
的
論
理
構
成

で
、「
飲
酒
感
染
」
と
い
う
感
染
経
路

が
導
き
出
さ
れ
た
。
本
来
、
飲
食
店
に

お
け
る
マ
ス
ク
着
用
で
の
会
話
の
徹

底
、
お
店
の
定
員
削
減
や
仕
切
り
板
の

設
置
な
ど
の
有
効
な
予
防
策
の
推
進
で

は
な
く
、「
営
業
時
間
短
縮
」
と
い
う

直
接
効
果
の
乏
し
い
方
法
に
加
え

て
、「
禁
酒
」
と
い
う
と
ん
で
も
な
い

感
染
対
策
を
実
施
し
、
休
業
補
償
の
名

の
も
と
に
莫
大
な
税
金
が
投
入
さ
れ
て

い
る
。

飲
食
店
に
お
け
る
感
染
予
防
に
は
、

例
え
ば
隣
の
グ
ル
ー
プ
の
「
唾
」
を
吸

い
込
む
リ
ス
ク
を
減
ら
す
た
め
に
お
店

の
定
員
を
半
減
さ
せ
る
こ
と
な
ど
の
方

が
効
果
的
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
代
わ

り
、
客
の
回
転
の
倍
増
と
営
業
時
間
延

長
を
認
め
、
経
済
的
損
失
も
抑
え
る
こ

と
が
本
来
の
あ
る
べ
き
対
策
で
あ
ろ

う
。次

回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
対
す
る
誤
解
に

つ
い
て
解
説
す
る
。

そ
れ
を
聞
く
と
、
引
き
上
げ

幅
が
少
な
い
よ
う
な
…

そ
こ
ま
で
し
て
初
・
再
診
料

を
引
き
上
げ
る
理
由
は

そ
の
通
り
で
す
。
10
年
間
で

院
内
感
染
防
止
対
策
お
よ
び
新

興
感
染
症
へ
の
対
策
を
理
由
と

し
た
増
点
は
、
初
診
料
で
16

点
、
再
診
料
で
８
点
で
す
。
こ

の
増
点
を
院
内
感
染
防
止
対
策

の
コ
ス
ト
に
限
っ
て
み
る
と
、

そ
の
コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
２

０
０
７
年
の
中
医
協
で
は
、
２

６
８
・
16
円
や
、
19
年
に
中
医

協
で
出
さ
れ
た
意
見
が
約
５
６

８
円
で
す
か
ら
、
実
際
に
か
か

っ
て
い
る
院
内
感
染
防
止
対
策

の
コ
ス
ト
に
見
合
っ
て
い
る
と

は
思
え
ま
せ
ん
。

結
局
、
改
定
財
源
が
な
け
れ

ば
、
院
内
感
染
防
止
対
策
の
コ

ス
ト
を
十
分
に
補
完
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。し
た
が
っ
て
、

「
歯
科
医
療
費
の
総
枠
拡
大
」

が
進
ま
な
け
れ
ば
、
希
望
は
叶

わ
な
い
の
で
す
。

国
民
医
療
費
に
占
め
る
歯
科

医
療
費
の
割
合
は
、
私
が
歯
科

医
師
に
な
っ
た
平
成
元
（
１
９

８
９
）
年
で
は
10
％
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
が
30
年
後
の
令
和
元

（
２
０
１
９
）
年
で
は
６
・
８

％
で
す
。
こ
の
間
、
高
齢
化
が

進
ん
で
国
民
医
療
費
の
全
体
が

増
加
し
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で

歯
科
医
療
費
の
割
合
が
減
少
し

て
い
っ
た
の
で
す
。
も
し
、
10

％
の
ま
ま
維
持
で
き
て
い
た
な

ら
ば
、
現
在
の
歯
科
医
療
費
の

３
兆
円
は
、
４
兆
円
に
な
っ
て

い
た
は
ず
で
す
。
今
更
な
が
ら

残
念
な
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
過
去
は
変
え
ら
れ

ま
せ
ん
。
よ
り
よ
い
未
来
に
す

る
た
め
に
声
を
あ
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
声
が
小
さ
く
て
も
、

集
ま
れ
ば
大
声
に
な
り
ま
す
。

現
在
全
国
の
協
会
と
と
も
に
取

り
組
ん
で
い
る
署
名
を
含
め
、

協
会
活
動
に
さ
ら
な
る
ご
理

解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

東
京
歯
科
保
険
医
協
会

会
長　
坪
田
有
史

た
。
こ
の
扱
い
は
、
厚
生
労
働

省
と
し
て
院
内
感
染
防
止
対
策

を
推
進
す
る
観
点
か
ら
、
す
べ

て
の
歯
科
保
険
医
療
機
関
が
歯

初
診
の
届
出
を
行
う
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
と
理
解
で
き
ま
す
。

初
・
再
診
料
を
１
点
ず
つ
上

げ
る
に
は
約
40
億
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
か
ら
、
初
・
再
診

料
を
上
げ
る
に
は
多
く
の
財
源

が
必
要
で
す
。
な
お
、
今
次
改

定
の
歯
科
の
改
定
率
は
、
プ
ラ

ス
０
・
29
％
で
前
回
改
定
時
の

改
定
率
の
プ
ラ
ス
０
・
59
％
と

比
較
す
る
と
０
・
３
ポ
イ
ン
ト

も
下
回
っ
た
値
に
な
り
ま
し

た
。
な
お
、
プ
ラ
ス
０
・
29
％

は
、
概
算
で
約
90
億
円
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
の
で
か
な
り
財
源

的
に
厳
し
い
状
態
で
す
。
そ
こ

で
厚
労
省
は
、
初
・
再
診
料
を

増
点
す
る
た
め
の
財
源
に
、
歯

飛
沫
感
染
防
止
の
た
め

会
話
時
の
マ
ス
ク
着
用
の
徹
底
を

　
効
果
的
な
対
策
で
　

　
経
済
損
失
を
抑
え
る

　
総
花
的
な

　
感
染
予
防
の
限
界

長
年
、
歯
科
側
は
、
医
科
と

の
基
本
診
療
料
の
格
差
是
正
を

望
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
院

内
感
染
防
止
対
策
、
お
よ
び
新

興
感
染
症
へ
の
対
策
を
理
由
と

し
て
、
18
年
度
改
定
か
ら
今
次

改
定
ま
で
、
初
・
再
診
料
の
増

点
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
な

お
、
医
科
は
21
年
か
ら
消
費
増

税
へ
の
対
応
の
み
の
増
点

で
、
実
質
初
・
再
診
料
は
据
え

置
か
れ
て
い
ま
す
（
表
）。
し

か
し
、
未
だ
医
科
歯
科
格
差
は

解
消
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状

で
す
。

歯
科
初
・
再
診
料
は
、
点
数

だ
け
み
る
と
12
年
の
初
診
料
２

１
８
点
、
再
診
料
42
点
か
ら
、

10
年
経
過
し
た
今
次
改
定
で
初

診
料
２
６
４
点
、
再
診
料
56
点

と
各
46
点
、
14
点
増
点
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
内
、
初
診
料
30

点
、
再
診
料
６
点
は
、
消
費
税

率
引
き
上
げ
へ
の
対
応
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
院
内
感
染

防
止
対
策
お
よ
び
新
興
感
染
症

へ
の
対
策
の
た
め
の
今
次
改
定

ま
で
の
増
点
は
、
初
診
料
16

点
、再
診
料
８
点
と
な
り
ま
す
。

年月日
初診料 再診料

歯科 医科 歯科 医科

2012年４月 218 270 42 69

2014年４月 234(16) 282(12) 45(3) 72(3)

2016年４月 234 282 45 72

2018年４月 234 282 45 72

2018年10月 237 282 48 72

2019年10月 251(14) 288(6) 51(3) 73(1)

2020年４月 261 288 53 73

2022年４月 264 288 56 73

周
基
本
治
療
処
置
（
Ｐ
基
処
）

10
点
の
廃
止
・
包
括
分
で
充
て

た
の
で
す
。
財
源
が
少
な
い

中
、
仕
方
が
な
い
と
い
う
見
方

も
あ
り
ま
す
が
、
日
常
診
療
の

点
数
を
犠
牲
に
し
た
こ
と
に
は

疑
問
が
あ
り
ま
す
。

(     )内は消費税率の引き上げに伴う対応分　2０１４年４月→消費税率８%、２０１８年10月→消費税率１０%

表：初・再診料の変遷
※2018年10月からは歯科初診料の注１（歯初診）の届出医療機関

（ 8）第６２５号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２２年（令和４年）４月１日 （第三種郵便物認可）
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月日 部位 療法・処置 点数

再診 明細 再外来環１ 注注②②

前回ＳＲＰ後、違和感などはないとのこと。 ／

歯管 管理内容 略

快悔海 ＳＲＰ （ ×

快韓快
廓格廓 Ｐ基処 Ｈ２Ｏ２ 注注③③ ／

実地指１ 指示内容 略 文書提供 添付

歯清 ＤＨ保険医 花子 注注④④

再診 明細 再外来環１

歯ぐきから血が出るのが少なくなったとのこと。 ／

快韓快
廓格廓 Ｐ基検 検査結果 略 注注⑤⑤

出血は無いが左上 に のポケットあり。 ／

Ｐ画像 写真５枚 電子媒体保存 注注⑥⑥ ×

歯周病安定期治療 ＳＰＴ

かかりつけ歯科医機能強化型歯科診療所加算 注注⑦⑦

検査結果とＳＰＴの内容を文書提供 添付 ／

ＳＣ、歯清 ／

症状安定の維持のため ヶ月間隔で来院を指示。 ／

５月の治療内容 省略（ＳＰＴを算定 注⑦）

再診 明細 再外来環１

経過は良好。初診月から カ月経過。 ／

快韓快
廓格廓 Ｐ基検 検査結果 略

出血は無いが左上 の のポケットは未だ残存。 ／

歯管 長期 管理内容 略

歯周病安定期治療 ＳＰＴ 注⑦

かかりつけ歯科医機能強化型歯科診療所加算

ＳＣ、歯清。写真撮影せず。 注注⑧⑧ ／

実地指１ 指示内容 略 文書提供 添付

年年度度診診療療報報酬酬改改定定
一一本本化化さされれたたＳＳＰＰＴＴ

ＳＰＴ（Ⅰ）とＳＰＴ（Ⅱ）が統合されて、歯周病安定期
治療（ＳＰＴ）に一本化された。また、「か強診加算・
点」が新設され、か強診の届出医療機関が算定できるように
なった。改定前後の違いを中心に解説する。
詳細は、 月 日頃に会員にお届けしている「 年改定の

要点と解説」を併せて参照頂きたい。

患者： 歳・女性

主訴：歯ぐきから血が出る。歯が浮いた感じがする時がある。

所見：全顎にわたり歯肉の発赤を認める。

傷病名： 桶

施設基準：歯初診、明細、外来環１、か強診 注注①①

《解説》

注① かかりつけ歯科医機能強化型歯科診療所(か強診)の施設基準の要

件が変更され、過去１年間でSPT30 回以上との実績要件に、歯周病重症

化予防治療の算定実績も含めてよいことになった。

また、当該地域における保険医療機関、介護・福祉施設等との連携に係

る要件には、これまで11項目の選択項目のうち3つ以上を満たせばよかっ

たが、選択項目に「過去１年間に福祉型障害児入所施設、医療型障害児

入所施設、介護老人福祉施設又は介護老人保健施設における定期的な

歯科健診に協力していること」が加わり、12項目から3つ以上を満たせばよ

いことになった。

注② 歯初診を届出している場合の再診料が3点上がり、56点になった。

新興感染症にも適切に対応できる体制を確保する観点から、歯初診の

施設基準における常勤の歯科医師が4年に1回以上受講する院内感染防

止対策の研修の内容が変わり、院内感染防止対策に係る標準予防策及

び新興感染症に対する対策の研修となった。再度の届出は必要なく、研修

を実施した旨を、７月の定例報告において地方厚生（支）局長に報告する。

経過措置として、2022年３月31日において既に歯初診を届け出ている医

療機関は2023年３月31日まで施設基準を満たしているとみなされる。また

旧基準の研修を2021年４月１日から2022年３月31日までに受講している場

合は、研修を受けた日から２年間施設基準を満たしているものとみなされ

る。一方、標準予防策および新興感染症の対策を含む研修を2022年３月

31日以前に受講している場合、研修を受けた日から４年間有効となる。

注③ Ｐ基処が廃止され、算定できなくなった。

注④ 機械的歯面清掃処置(歯清)の点数が2点引き上げられ、72点になっ

た。 また、同月内であっても、歯周病安定期治療開始前に行った歯清は

算定できることになった。

注⑤ 歯周病安定期治療（ＳＰＴ）を開始する前には、歯周病検査（Ｐ基検

又はP精検のいずれか）を行い、４ｍｍ以上の歯周ポケットを有しているが

一時的に症状が安定していることを確認する。

なお、患者またはその家族などに、歯周病検査の結果の要点やＳＰＴの

治療方針などを記載した管理計画書を提供し、写しをカルテに添付する。

注⑥ ＳＰＴ(Ⅱ)と異なり、歯周病安定期治療には歯周病検査及び歯周病

患者画像活用指導料(P画像)は包括されないため、それぞれの点数を別

に算定できるようになった。なお、歯周病検査1回につき、P画像は1回の算

定となっている。

注⑦ か強診の届出医療機関においては、ＳＰＴ(Ⅱ)が廃止された代わり

に、ＳＰＴに「かかりつけ歯科医機能強化型歯科診療所加算120点」を加算

するようになり、当該加算を算定した場合は3月に１回の算定となっている

ＳＰＴの間隔を退縮して算定できる。

なお、か強診以外の医療機関が算定する場合の算定間隔の取り扱いに

は変更がない。

注⑧ ＳＰＴ(Ⅱ)と異なり、歯周病安定期治療及びかかりつけ歯科医機能強

化型歯科診療所加算の算定要件には口腔内カラー写真の撮影がないた

め、撮影を行わない場合でもそれぞれの点数を算定できる。

＊実態に即してご請求ください＊

快韓快
廓格廓

（９） 第６２５号 ２０２２年（令和４年）４月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918



協
会
活
動
日
誌  

２
０
２
２
年
３
月

  1　火　第12回広報･ホームペ
　　　　ージ部会
  2　水　第11回経営管理部会、
　　　　国会内集会
  4　金　第11回総務会議
  8　火　第12回共済部会
10　木　第22回理事会
11　金　第６回メディア懇談会
14　月　第10回地域医療部会

　
◆
第
21
回
理
事
会
◆

　
2
月
25
日
㈮
、午
後
８
時

00
分
～
９
時
50
分
。会
長
、副

会
長
5
名
、理
事
14
名
、監
事

２
名
、事
務
局
６
名
の
出

席
。

【
政
策
課
題
】　
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
、①

都
内
在
住
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
濃
厚
接
触

者
を
対
象
に
抗
原
定
性
検
査

キ
ッ
ト
の
申
し
込
み
が
可
能

な
こ
と
、②
事
業
復
活
支
援

金
の
申
請
の
た
め
の
解
説
動

画
を
撮
影
し
、２
月
28
日
㈪

に
公
開
予
定
で
あ
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。

　　　　　　

　
ま
た
、２
０
２
２
年
度
診

療
報
酬
改
定
に
つ
い
て
、答

申
の
中
身
か
ら
検
討
が
必
要

と
思
わ
れ
る
７
項
目
を
中
心

に
協
議
。①
電
子
的
保
健
医

療
情
報
活
用
加
算
に
つ
い

て
、メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
を
含
め
た
算
定
の
是
非
の

相
談
に
対
応
で
き
る
よ
う
検

討
す
る
こ
と
や
、患
者
が
医

療
情
報
等
を
取
得
す
る
こ
と

に
同
意
し
た
場
合
、一
部
負

担
金
が
増
え
る
こ
と
に
な
る

と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。②

歯
初
診
の
研
修
内
容
の
変
更

に
伴
い
、歯
初
診
、か
強
診
等

の
施
設
基
準
講
習
会
の
早
期

の
開
催
と
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に

よ
る
開
催
方
法
に
つ
い
て
検

討
。こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
政

策
委
員
長
談
話
「
大
多
数
の

保
険
医
は
が
っ
か
り
し
て
い

る
」を
協
議
の
上
、確
認
。

【
運
動
課
題
】　
「
75
歳
以
上

医
療
費
窓
口
負
担
２
割
化
中

止
を
求
め
る
請
願
署
名
」の

取
り
組
み
と
し
て
、３
月
上

旬
に
送
付
す
る
ポ
ス
タ
ー
を

確
認
。

　
◆
第
22
回
理
事
会
◆

　
３
月
10
日
㈭
、午
後
７
時

00
分
～
９
時
50
分
。会
長
、副

会
長
５
名
、理
事
16
名
、監

事
２
名
、事
務
局
14
名
の
出

席
。

【
診
療
報
酬
改
定
へ
の
対

応
】　
①
３
月
４
日
に
開
催

さ
れ
た
技
官
会
議
で
明
ら
か

に
な
っ
た
点
、改
善
が
必
要

な
項
目
、②
高
騰
し
て
い
る

金
パ
ラ
の
状
況
と
金
パ
ラ
改

定
に
つ
い
て
、③
「
理
事
会

声
明
（
案
）」、④
「
新
点
数

説
明
会
決
議
（
案
）」に
つ
い

て
協
議
。

【
各
部
検
討
課
題
】　

①
歯

初
診
、か
強
診
な
ど
の
施
設

基
準
講
習
会
の
開
催
に
つ
い

て
の
提
案
、②
地
域
医
療
部

長
談
話
「
都
内
全
域
へ
の 

『
子
ど
も
医
療
費
助
成
制

度
』の
拡
充
を
求
め
る
」な
ど

に
つ
い
て
協
議
し
、提
案
を

確
認
。

【
定
期
総
会
の
準
備
】　
６

月
19
日
㈰
開
催
の
第
50
回

定
期
総
会
に
向
け
、総
会
、

記
念
講
演
の
開
催
形
式
、ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
に
つ
い

て
協
議
。

【
組
織
の
現
勢
】　
３
月
１

日
付
会
員
数
５
９
１
２
名（
入

会
７
名
、退
会
17
名
）。

　

ロ
シ
ア
発

　

パ
ラ
ジ
ウ
ム
再
高
騰
の

「悪
夢
」
復
活

　
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

に
よ
る
戦
争
勃
発
で
、
世
界
生

産
量
の
４
割
を
占
め
る
ロ
シ
ア

発
の
供
給
不
安
か
ら
、
い
わ
ゆ

る「
銀
歯
」
に
使
わ
れ
る
パ
ラ

ジ
ウ
ム
価
格
は
、
３
月
中
旬
で

７
カ
月
半
ぶ
り
の
最
高
値
を
更

新
、
昨
年
前
半
に
異
常
高
騰
の

し
わ
寄
せ
を「
逆
ザ
ヤ
」
と
し

て
受
け
た
悪
夢
が
歯
科
医
療
界

で
復
活
し
そ
う
だ
。

　
歯
科
用
貴
金
属
の
随
時
改
定

方
法
は
４
月
か
ら
変
わ
る
。
た

だ
、
こ
の
改
定
に
よ
っ
て
以
前

よ
り
は
解
消
さ
れ
る
と
は
い
え

「
逆
ザ
ヤ
」
の
抜
本
的
な
解
消

に
は
程
遠
く
、
特
に
、
急
騰
時

に
は
歯
科
診
療
所
が
高
騰
分
を

赤
字
と
し
て
か
ぶ
る
構
図
は
続

く
。
抜
本
的
な
是
正
策
を
つ
か

み
取
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
、
歯

科
医
療
界
が
早
く
も
臍ほ
ぞ

を
噛
む

こ
と
に
な
り
そ
う
だ（
本
紙
第

６
２
３
号
参
照
）。

　

歯
科
診
療
報
酬
改
定
で
気
に
な
る

　

高
額
な
設
備
導
入
が
前
提
の
新
点
数
設
計

　
歯
科
の
２
０
２
２
年
度
診
療

報
酬
改
定
内
容
も
明
ら
か
に
な

っ
た
。
改
定
の
ポ
イ
ン
ト
解
説

は
本
紙
第
６
２
４
号
（
３
月
１

日
号
）
に
譲
る
と
し
て
、
新
設

さ
れ
た
診
療
報
酬
項
目
の
算
定

で
、
特
定
機
器
の
導
入
が
前
提

に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
散
見

さ
れ
る
こ
と
が
気
に
な
る
。

　
一
端
を
挙
げ
れ
ば
、
口
腔
バ

イ
オ
フ
ィ
ル
ム
感
染
症
検
査
で

口
腔
細
菌
定
量
分
析
装
置
が
必

要
で
あ
っ
た
り
、
複
雑
な
解
剖

学
的
根
管
形
態
を
持
つ
歯
の
効

率
的
・
効
果
的
な
根
管
治
療
の

評
価
で
は
、
ニ
ッ
ケ
ル
チ
タ
ン

ロ
ー
タ
リ
フ
ァ
イ
ル
を
装
着
し

た
能
動
型
機
器
の
使
用
が
算
定

の
前
提
に
な
っ
て
い
る
と
い
っ

た
具
合
だ
。

　
こ
れ
は
問
題
だ
。
高
い
機
器

を
購
入
し
て
、
新
点
数
を
獲
得

し
て
も
、
果
た
し
て
採
算
が
取

れ
る
の
か
ど
う
か
。こ
れ
に
は
、

歯
科
診
療
所
を
経
営
す
る
歯
科

医
師
各
人
の
経
営
判
断
が
の
し

か
か
っ
て
く
る
。

　
要
求
さ
れ
る
機
器
が
安
く
な

　

歯
科
医
療
界
の
中
長
期
像
を
設
定
し

　

関
連
検
討
会
で
の
活
発
な
議
論
が
必
要

大西富士男（おおにし・ふじお）
株式会社東洋経済新報社編集局報
道部記者。1959年生まれ。東京大
学文学部卒。東洋工業（現マツ
ダ）勤務を経て、東洋経済新報社
入社。「週刊東洋経済」等の編集、
ゼネコン、自動車、保険、商社な
ど担当を歴任。2017年からは製薬
・バイオベンチャー・医薬品卸・
薬局をメインに取材する。

い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
大
多
数

を
占
め
る
歯
科
医
師
１
人
で
切

り
盛
り
す
る
個
人
の
小
規
模
歯

科
診
療
所
で
は
、
設
備
導
入
に

二
の
足
を
踏
む
ケ
ー
ス
が
出
て

来
そ
う
だ
。
資
金
的
余
裕
も
あ

り
、
顧
客
を
多
く
集
め
ら
れ
、

設
備
を
導
入
し
て
も
収
益
面
で

ペ
イ
す
る
目
途
が
立
て
や
す
い

法
人
経
営
な
ど
、
比
較
的
大
規

模
な
歯
科
診
療
所
に
は
、
逆
に

有
利
に
働
く
可
能
性
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

　
も
ち
ろ
ん
、
有
益
な
新
技
術

に
公
的
保
険
が
つ
く
の
は
患
者

に
と
っ
て
は
嬉
し
い
こ
と
だ
。

　
た
だ
、
厚
生
労
働
省
が
歯
科

診
療
所
間
に
優
勝
劣
敗
効
果
を

及
ぼ
す
こ
と
を
理
解
し
た
上
で

政
策
誘
導
し
て
い
る
と
し
て
も
、

歯
科
診
療
所
の
多
く
が
設
備
導

入
を
渋
れ
ば
、
肝
心
の
新
技
術

普
及
の
狙
い
は
不
発
に
終
わ
り
、

患
者
、
国
民
に
も
そ
の
メ
リ
ッ

ト
が
享
受
で
き
な
い
結
果
に
な

り
か
ね
な
い
。

　
政
策
当
局
が
歯
科
医
療
の
現

場
の
実
情
に
照
ら
し
て
、
算
定

　
２
０
２
２
年
度
は
、
歯
科
医

療
界
に
と
っ
て
（
日
本
全
体
に

と
っ
て
も
だ
が
）
大
き
な
変
曲

点
だ
。
団
塊
の
世
代
が
後
期
高

齢
者
の
仲
間
入
り
を
始
め
る
か

ら
だ
。
団
塊
の
世
代
の
後
期
高

齢
者
入
り
は
２
０
２
５
年
度
に

完
了
す
る
が
、
そ
う
な
る
と
歯

科
市
場
に
は
縮
小
圧
力
が
加
速

し
始
め
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
こ

の
点
は
、
医
科
や
医
薬
品
の
市

場
が
高
齢
者
の
増
加
と
と
も
に

ニ
ー
ズ
拡
大
を
迎
え
る
の
と
正

反
対
の
面
が
あ
る
。

　
少
な
く
と
も
現
状
で
は
、
70

歳
以
上
に
な
る
と
歯
科
治
療
に

通
う
ニ
ー
ズ
が
落
ち
る
傾
向
は

鮮
明
だ
。
居
宅
や
高
齢
者
施
設

で
潜
在
化
し
て
い
る
歯
科
訪
問

診
療
ニ
ー
ズ
の
掘
り
起
こ
し
を

し
た
上
で
、
な
お
か
つ
歯
科
市

場
の
中
長
期
で
の
縮
小
に
、
歯

科
医
療
界
の
関
係
者
が
す
べ
か

ら
く
備
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と

は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
そ
の
際
、
歯
科
医
師
の
需
給

予
測
を
抜
き
に
し
て
語
る
こ
と

は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
従
来
か

ら
、
人
口
10
万
人
に
対
し
歯
科

医
師
50
人
を
適
正
と
み
な
し
、

現
状
の
歯
科
医
師
80
人
は
、
明

ら
か
に
過
剰
と
の
見
方
が
強
か

っ
た
。
歯
科
医
師
の
新
規
参
入

抑
制
、
具
体
的
に
は
歯
科
医
師

国
家
試
験
合
格
者
数
の
削
減
が

叫
ば
れ
、
実
際
に
そ
の
方
向
に

向
か
っ
た
経
緯
が
あ
り
、
本
年

3
月
16
日
に
発
表
さ
れ
た
第
１

１
５
回
歯
科
医
師
国
家
試
験
合

格
者
数
を
見
る
と
、
合
格
者
数

は
１
９
６
９
名
と
な
り
、
昨
年

ま
で
４
年
続
い
た
合
格
者
数
２

０
０
０
名
超
え
を
下
回
っ
た
。

　
し
か
し
、
中
長
期
的
に
見
れ

ば
、
違
っ
た
予
測
と
流
れ
も
出

て
い
る
。
２
０
１
６
年
に
開
催

さ
れ
た
厚
労
省
の
「
歯
科
医
師

の
資
質
向
上
等
に
関
す
る
検
討

会
」
の
資
料
に
よ
る
と
、
日
本

の
高
齢
化
と
人
口
減
少
に
よ
っ

て
縮
む
歯
科
市
場
（
患
者
数
）

に
基
づ
く
必
要
な
歯
科
医
師
数

（
需
要
）
と
、
高
齢
化
す
る
歯

科
医
師
の
リ
タ
イ
ア
数
や
、
新

規
参
入
す
る
歯
科
医
師
（
国
家

試
験
合
格
者
）
の
見
込
み
数
な

ど
か
ら
算
出
し
た
歯
科
医
師
数

（
供
給
）
を
重
ね
合
わ
せ
る
と

２
０
４
１
年
に
は
５
０
０
０
人

超
の
歯
科
医
師
不
足
が
訪
れ
る

と
い
う
試
算
も
出
て
い
た
（
右

下
グ
ラ
フ
参
照
）。

　
昨
春
以
降
、
厚
労
省
で
「
歯

科
医
療
提
供
体
制
等
に
関
す
る

検
討
会
」
の
議
論
が
進
む
。
６

回
の
会
合
を
終
え
、
今
年
か
ら

「
歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生
士
の

需
給
に
関
す
る
議
論
」に
入
り
、

２
０
２
２
年
度
末
に
報
告
書
を

取
り
ま
と
め
る
予
定
だ
。

　
健
康
に
直
結
す
る
歯
科
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
国
民
の
立

場
か
ら
も
、
中
長
期
的
な
視
点

を
入
れ
、
将
来
の
あ
る
べ
き
歯

科
医
師
像
や
歯
科
医
療
界
の
姿

づ
く
り
に
つ
な
が
る
本
質
的
な

議
論
が
、
ま
さ
に
歯
科
医
療
の

現
場
か
ら
巻
き
起
こ
る
こ
と

を
、
ぜ
ひ
期
待
し
た
い
。
そ
れ

が
な
け
れ
ば
、
い
か
な
る
提
言

も
空
虚
に
終
わ
る
こ
と
だ
け
は

確
実
な
は
ず
だ
。

　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ
る
感
染
爆
発
は
、
や

っ
と
沈
静
化
の
兆
し
が
見
え
始
め
た
が
、
新

た
な
変
異
株
の
出
現
の
可
能
性
は
ま
だ
残
っ

て
い
る
。
そ
こ
に
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
が
勃
発
し
た
。
歯
科
医
療
界
に
と

っ
て
は
、
ま
さ
に
弱
り
目
に
祟
り
目
だ
。

厳しい診療報酬改定に パラジウム等高騰と多難厳しい診療報酬改定に パラジウム等高騰と多難
歯科医療界の将来像を巡り現場から議論を

東
洋
経
済
新
報
社

編
集
局
報
道
部
記
者

大
西 

富
士
男

私
の
目
に
映
る
歯
科
医
療
界

私
の
目
に
映
る
歯
科
医
療
界

連 載

第
13
回

点
数
（
収
入
）
と
設
備
導
入
費

用
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
こ
ま
で
考

慮
し
た
の
か
。
そ
の
点
は
非
常

に
気
に
な
る
し
、
政
策
効
果
の

事
後
検
証
は
、
税
金
・
健
康
保

険
料
・
窓
口
負
担
な
ど
を
負
う

国
民
の
目
線
か
ら
も
、
絶
対
に

必
要
だ
。

必要歯科医師数

供給歯科医師数

必要歯科医師数

必要歯科医師数

これまでの推計方法を踏まえた歯科医師数の需要と供給の関係

厚生労働省での「歯科医師の資質向上等に関する検討会」を参考に協会作成

歯科診療所に従事する歯科医師１人１日あたり患者数を
下記のパターンで推計した場合
　 ①14.1 人（平成 20 年患者調査及び医療施設調査を基に算出）　需要が＋3,100 人
 　②16.5 人（H27NDB 及び H26 医療施設調査を基に算出）　供給が＋11,300 人
 　③17.4 人（H27 日本歯科医師会の歯科医業経営実態調査を基に算出）　供給が＋15,600 人

15　火　第10回財政部会
16　水　第11回社保・学術部会、
　　　　休保審査会（医科）
17　木　会員無料相談デー、国会
　　　　内集会
24　木　第１回新点数説明会
26　土　休保審査会（全国）
29　火　第２回新点数説明会
30　水　第11回組織部会 

（１０）第６２５号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２２年（令和４年）４月１日 （第三種郵便物認可）
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全
国
保
険
医
団
体
連
合
会

（
以
下
、「
保
団
連
」）
は
３
月

17
日
、
国
会
内
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

に
よ
る
国
会
内
集
会
「『
75
歳

以
上
の
医
療
費
窓
口
負
担
２
割

化
』
は
中
止
を
！
署
名
提
出
集

会
」
を
開
催
し
た
。
協
会
か
ら

は
、
森
元
主
税
理
事
（
保
団
連

副
会
長
）、
橋
本
健
一
・
早
坂

美
都
・
半
田
紀
穂
子
各
理
事
ら

が
出
席
。
全
国
43
会
場
を
結

び
、
国
会
議
員
５
名
を
含
む
計

１
０
０
人
が
参
加
し
た
。

冒
頭
、
住
江
憲
勇
保
団
連
会

長
は
、
こ
の
集
会
前
日
の
３
月

６
日
深
夜
に
発
生
し
た
福
島
県

沖
を
震
源
と
す
る
地
震
に
つ
い

て
触
れ
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

に
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
窓
口
２
割
化
阻
止
と
社
会

保
障
の
充
実
の
必
要
性
を
訴
え

た
。ま

た
、
会
場
に
は
吉
田
統
彦

氏
を
は
じ
め
と
す
る
国
会
議
員

５
名
が
参
加
し
、「
政
治
は
人

の
命
を
守
る
も
の
。
誰
一
人
取

り
残
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う

に
、
粘
り
強
く
声
を
上
げ
て
い

く
こ
と
が
重
要
」
な
ど
、
窓
口

負
担
２
割
化
阻
止
に
向
け
て
の

積
極
的
な
発
言
を
行
っ
た
。

窓
口
負
担

窓
口
負
担
２２
割
化
中
止
求
め

割
化
中
止
求
め 

国
会
内
集
会
に

国
会
内
集
会
に
100100
人人
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署名用紙、返信用封筒および待合室
ポスターを「月刊保団連」３月号に
同封してお送りしています。

追加で署名用紙等を追加で署名用紙等を
お求めの方はお電話を！お求めの方はお電話を！
☎03-3205-2999（協会）☎03-3205-2999（協会）

　協会では、もしもの時に備えるグループ生命保険、病気やケガに備える休業保障
制度、将来に備える保険医年金と三つの共済制度をご用意しております。
　特に休業保障制度は、先生方からのご要望にお応えし、2022年８月１日より制度
改善を行い、入院は初日から、自宅療養は４日目から給付が可能となります。
　制度の詳細については折り込みの共済制度のチラシをご覧ください。
募集期間中は、委託している生命保険会社の職員が感染対策をした上で、お伺
いいたします。ぜひお時間をとっていただき、この機会に共済制度にご加入ください。 

春の募集キャンペーン中！この機会に、ぜひご加入ください！

共済部長
川戸　二三江

グループ生命保険加入者へ
配当金のお知らせ  年保険料の約 53％ を還元

　2020年度（2020年12月～ 2021年11月）の配当金を３月23日（水）

に掛金振替口座へ振り込みました。

今年度の配当金は年保険料の約53％となります。

配当金の支払いについては、 銀行口座着金をもって通知に代えさせ

ていただきますのでご了承ください。

　今後ともグループ生命保険をご活用ください。

保険医年金加入者へ
保険医年金予定利率変更に伴う年金受給のご注意

　先月号 （2022年３月号） でもお知らせした通り保険医年金の予定

利率は現行利率の1.259％から

2022年7月1日より １.１４０％ に変更されます。

　年金受給に現行利率(1.259％ )が適用されるのは、 2022年８月

受給開始までとなります。

　現行利率での年金受給をご検討されている方は

５月10日 （火） までに共済部までご相談ください。

※日本高齢期運動連絡会 
　調査より作成

◆◆
橋
本
健
一
理
事
が

橋
本
健
一
理
事
が 

　
活
動
を
発
表

　
活
動
を
発
表

続
く
フ
ロ
ア
発
言
で
は
、
橋

本
理
事
が
「
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参

加
し
て
い
る
社
会
保
障
推
進
協

議
会
で
、
各
団
体
の
参
加
者
に

署
名
の
協
力
を
お
願
い
し
、
署

名
を
集
め
て
い
る
」
と
自
ら
の

地
元
で
の
活
動
を
紹
介
。

閉
会
の
挨
拶
で
は
宇
佐
美
宏

保
団
連
歯
科
代
表
が
「
今
後
医

療
難
民
が
増
え
る
か
も
し
れ
な

い
中
で
、
社
会
保
障
の
充
実
を

求
め
取
り
組
み
を
強
め
て
い
く
」

と
締
め
く
く
っ
た
。

歯
科
診
療
所
の
運
営
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
す
る
こ
と

は
、
今
や
「
当
た
り
前
」
と
感

じ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
の

「
常
識
」
に
本
心
で
は
つ
い
て

行
け
な
い
方
か
ら
、
よ
く
こ
ん

な
質
問
を
い
た
だ
き
ま
す
。「
診

療
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
っ
て
、

ど
こ
に
力
を
入
れ
れ
ば
効
果
が

あ
る
の
？
」。
Ｉ
Ｔ
の
専
門
家

で
は
な
い
歯
科
医
療
従
事
者
の

方
々
は
、
煌
び
や
か
な
競
合
医

療
機
関
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見

て
、
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
方
が

多
い
よ
う
で
す
。

弊
社
の
管
理
し
て
い
る
サ
イ

ト
の
ア
ク
セ
ス
集
計
（
ア
ク
セ

ス
数
、
ペ
ー
ジ
ご
と
の
ア
ク
セ

ス
状
況
、
サ
イ
ト
訪
問
時
に
検

索
し
た
ワ
ー
ド
な
ど
）
を
分
析

す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
サ
イ
ト

に
同
じ
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
を
除
く
歯
科
診

療
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
最
も

見
ら
れ
て
い
る
ペ
ー
ジ
に
共
通

点
が
あ
り
、
仮
説
を
元
に
こ
の

ペ
ー
ジ
を
強
化
す
る
こ
と
で
、

効
率
よ
く
患
者
さ
ん
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
届
け
ら
れ
ま
す
。

最
も
見
ら
れ
て
い
る
ペ
ー
ジ

と
は
、「
診
療
所
内
装
（
設
備

も
含
め
て
）」「
ス
タ
ッ
フ
」
の

２
種
類
で
す
。
サ
イ
ト
に
訪
れ

た
患
者
予
備
軍
の
方
々
は
、
必

ず
こ
の
２
ペ
ー
ジ
を
最
初
に
開

き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
通
院
す
る

診
療
所
が
、「
ど
ん
な
場
所
」

で
「
誰
が
」
治
療
し
て
く
れ
る

の
か
、
こ
の
２
点
を
ほ
ぼ
す
べ

て
の
人
が
最
重
要
視
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
院
内
、
ス
タ

ッ
フ
の
写
真
を
で
き
る
だ
け
多

く
使
用
し
（
ス
マ
ホ
で
も
綺
麗

に
撮
影
で
き
ま
す
）、
自
己
紹

介
や
患
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

丁
寧
に
掲
載
す
る
こ
と
で
、「
相

手
に
寄
り
添
っ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
を
伝
え
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
ち
な
み
に
、
自
費
治
療
の

ペ
ー
ジ
は
相
対
的
に
閲
覧
者
が

少
な
い
こ
と
が
一
般
的
で
す
。

ま
ず
「
ど
ん
な
場
所
」
で

「
誰
が
」
治
療
す
る
の
か
わ
か

り
や
す
く
発
信
し
、
患
者
側
の

最
初
の
審
査
を
通
過
す
る
必
要

が
あ
り
そ
う
で
す
。

ク
レ
セ
ル
株
式
会
社

永な
が
た
こ
う
す
け

田
康
祐

診
療
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

患
者
が
最
も
見
て
い
る
の
は
？
は
？

　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
係
る
歯
科
関
連
の
法
令
や
ト
ラ
ブ
ル
対
応
な
ど
に
つ

い
て
、
歯
科
専
門
に
サ
イ
ト
制
作
、
運
用
、
コ
ン
サ
ル
デ
ィ
ン
グ
を

手
掛
け
る
専
門
家
が
解
説
す
る
本
連
載
。

　

今
回
は
診
療
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
―
。

「 年改定の要点と解説」正誤表

年 月 日

誤 正

局の対象患者

別の算定一覧
初期の根面う蝕患者（Ｃ） 初期の根面う蝕患者（根Ｃ）

２行目 「同一建物人のみの場合」 「同一建物１人のみの場合」

最終行 歯科： 点 歯科： 円

口腔機能管理料

の解説４
その内容について説明し文書で提供する その内容について文書で提供する

歯科訪問診療料

の解説２
「深夜訪問診療加算」 「深夜歯科訪問診療加算」

小児在宅患者訪

問口腔リハビリテー

ション指導管理料の

解説２

在宅療養支援歯科診療所支援加算１

在宅療養支援歯科診療所支援加算２

在宅療養支援歯科診療所加算１

在宅療養支援歯科診療所加算２

手術通則の解説 磁性アタッチメント 磁性アタッチメント（磁石構造体）

冠の

解説９
全ての下顎大臼歯を対象に 全ての大臼歯を対象に

磁性アタッチ

メントの解説
「磁石構体を用いる場合」 「磁石構造体を用いる場合」

改定事例５

の病名欄
３ ３ Ｃ１ ３ ３ 根Ｃ

改定事例６

の病名欄
口腔バイオフィルム感染症 ５―５ 口腔バイオフィルム感染症

歯科関連の主

なコロナ特例につい

ての２

・乳幼児感染予防策加算 点

（ 年３月診療分まで）

・歯科外来等感染症対策実施加算 点

・乳幼児感染予防策加算 点

（ 年３月診療分まで）

・歯科外来等感染症対策実施加算 点

（ 年９月診療分まで）

 
 
 
 
 
 

「2022年改定の要点と解説」正誤表
2022年3月25日

共済

制度



ま
た
金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金

の
価
格
が
跳
ね
上
が
っ
た
。
こ

れ
で
ま
た
修
復
処
置
に
伴
い
、

金
属
修
復
を
選
択
す
る
か
否
か

の
岐
路
に
立
た
さ
れ
る
。
よ
く

言
え
ば
、
選
択
肢
が
広
が
っ

た
、
の
か
。

本
来
な
ら
ば
歯
科
医
師
は
、

国
民
に
対
し
て
良
質
で
適
切
な

歯
科
医
療
を
提
供
す
る
べ
き
で

あ
る
。
金
パ
ラ
の
価
格
が
高
騰

し
て
い
る
か
ら
と
言
っ
て
、
い

き
な
り
チ
タ
ン
も
レ
ジ
ン
も
使

用
で
き
る
私
で
は
な
い
。
私
は

25
年
目
の
歯
科
医
師
で
、
補
綴

科
の
医
局
に
在
籍
し
た
経
験
も

あ
り
、修
復
治
療
に
関
し
て
は
、

少
し
は
知
識
と
技
術
を
持
ち
合

わ
せ
て
い
る
と
、
思
っ
て
は
い

る
。こ

の
25
年
で
歯
科
医
療
界
に

は
、
様
々
な
変
化
が
起
こ
っ

た
。「
接
着
性
レ
ジ
ン
セ
メ
ン

ト
」「
硬
質
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
レ

ジ
ン
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
セ
ラ
ミ

ッ
ク
ス
）」
や
「
ガ
ラ
ス
セ
ラ

ミ
ッ
ク
修
復
」「
フ
ァ
イ
バ
ー

ポ
ス
ト
」「
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
」

「
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
シ
ス
テ

ム
」「
５
倍
速
コ
ン
ト
ラ
」「
ノ

ン
ク
ラ
ス
プ
デ
ン
チ
ャ
ー
」

「
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
シ
ス
テ
ム

で
し
か
製
作
で
き
な
い
ジ
ル
コ

ニ
ア
修
復
」「
光
学
ス
キ
ャ
ナ

ー
」
等
々
、
必
須
な
も
の
と
、

そ
う
で
は
な
く
選
択
可
能
な
も

の
、
本
当
に
変
化
を
…
否
、
進

化
を
遂
げ
て
き
た
。

今
回
の
診
療
報
酬
改
定
で

は
、
前
歯
部
の
レ
ジ
ン
前
装
チ

タ
ン
冠
と
臼
歯
部
に
お
け
る
Ｃ

Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
イ
ン
レ
ー
が
適

応
拡
大
さ
れ
た
。
こ
こ
で
私
は

思
う
こ
と
が
２
つ
あ
る
。
１
つ

目
は
、
チ
タ
ン
を
鋳
造
し
て
製

作
で
き
る
歯
科
技
工
所
を
紹
介

し
て
ほ
し
い
こ
と
、
と
い
う
か

増
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
。
２
つ
目
は
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ

Ａ
Ｍ
イ
ン
レ
ー
が
適
応
拡
大
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
ぜ
ひ
と
も
金

パ
ラ
の
点
数
を
市
場
価
格
に
見

合
っ
た
随
時
改
定
に
し
て
ほ
し

い
こ
と
。

私
は
、
診
療
報
酬
改
定
に
向

け
て
意
見
で
き
る
立
場
に
な
る

た
め
に
、
こ
の
保
険
医
協
会
の

理
事
に
な
り
ま
し
た
。
他
に
も

こ
う
し
て
ほ
し
い
、
こ
ん
な
風

に
し
た
ら
ど
う
か
と
思
っ
て
い

る
会
員
の
先
生
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
東
京

歯
科
保
険
医
協
会
に
ご
意
見
を

い
た
だ
き
た
い
。
私
は
み
な
さ

ん
と
一
緒
に
よ
り
良
い
歯
科
医

療
界
を
生
き
て
い
き
た
い
。

阿部 菜穂（理事／江東区）

2022年度2022年度

診療報酬改定に診療報酬改定に思う思うことこと

川戸二三江 副会長

協
会
は
３
月
11
日
、
第
６
回

（
通
算
88
回
）
メ
デ
ィ
ア
懇
談

会
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
。
川
戸
二
三

江
副
会
長
が
説
明
、
広
報
・
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
部
長
の
早
坂
美
都

理
事
が
司
会
を
務
め
、
メ
デ
ィ

ア
各
社
が
参
加
し
た
。
今
回
は

①
２
０
２
２
年
度
診
療
報
酬
改

定
の
ポ
イ
ン
ト
、
②
診
療
報
酬

改
定
に
関
す
る
政
策
委
員
長
談

話
、
③
新
点
数
説
明
会
、
④
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
対

す
る
理
事
会
声
明
、
⑤
18
歳
ま

で
の
医
療
費
助
成
制
度
拡
大
に

か
か
る
地
域
医
療
部
長
談
話
な

ど
を
中
心
に
意
見
交
換
し
た
。

特
に
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い

て
は
、
参
加
者
か
ら
質
問
が
相

次
い
だ
。
改
定
の
評
価
す
べ
き

ポ
イ
ン
ト
と
課
題
と
い
う
点
で

は
、
初
・
再
診
料
が
引
き
上
げ

に
な
っ
た
こ
と
は
一
定
の
評
価

が
で
き
る
と
協
会
の
考
え
を
説

明
。
し
か
し
、
改
定
率
が
低

く
、
全
体
と
し
て
プ
ラ
ス
改
定

を
実
感
し
に
く
い
、
金
パ
ラ
の

逆
ザ
ヤ
解
消
の
課
題
は
依
然
残

っ
た
ま
ま
で
あ
る
こ
と
な

ど
、
厳
し
い
改
定
と
な
っ
た
こ

と
を
紹
介
し
た
。

ま
た
、
ロ
シ
ア
情
勢
と
金
パ

ラ
高
騰
問
題
の
議
論
の
中
で

は
、
代
替
材
料
の
有
用
性
を
疑

問
視
す
る
声
も
上
が
っ
た
。
協

会
側
は
強
度
の
問
題
か
ら
ブ
リ

深
刻
な
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
。
多
く

の
子
ど
も
た
ち
が
戦
争
被
害
に
巻

き
込
ま
れ
て
い
る
（
写
真
は
い
ず

れ
もD

ep
o

sitp
h

o
to

s
D

ep
o

sitp
h

o
to

s

））

  
第
115
回 

歯
科
医
師
国
家
試
験 

  

合
格
者
は
１
９
６
９
名

厚
生
労
働
省
は
3
月
16
日
、

第
１
１
５
回
歯
科
医
師
国
家
試

験
の
合
格
者
を
発
表
し
た
。
試

験
は
本
年
１
月
29
～
30
日
の
２

日
間
に
わ
た
り
、
東
京
都
ほ
か

全
国
７
会
場
で
実
施
さ
れ
た
。��

―
合
格
者
は
２
０
０
０
名
割
る

今
回
の
歯
科
医
師
国
試
は
、

全
体
で
は
出
願
者
数
３
６
６
７

名
（
う
ち
、
新
卒
者
は
２
４
１

３
名
）、
受
験
者
数
３
１
９
８

名
（
同
１
９
９
９
名
）、
合
格

者
数
１
９
６
９
名
（
同
１
５
４

１
名
）
と
な
っ
て
お
り
、
合
格

率
は
全
体
で
61
・
６
％
で
、
新

２
０
２
２
年
２
月
24
日
に
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

が
突
如
始
ま
り
、
１
カ
月
が
経

過
し
た
。
首
都
キ
エ
フ
郊
外
の

軍
事
施
設
な
ど
が
ミ
サ
イ
ル
の

被
害
を
受
け
、
い
ま
だ
ロ
シ
ア

に
よ
る
爆
撃
は
続
く
。
３
月
22

日
現
在
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
（
国
連

難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
）
の

発
表
に
よ
る
と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

国
内
で
避
難
で
き
ず
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
人
々
は
推
定
１
２
０

０
万
人
、
避
難
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
人
々
は
推
定
約
６
５

０
万
人
、
国
境
を
越
え
近
隣
諸

国
へ
逃
れ
た
人
々
は
、
３
６
０

万
人
以
上
に
も
達
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
ロ
シ
ア
軍
の
前
進

は
停
滞
し
、
戦
長
期
戦
の
様
相

を
帯
び
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
キ
エ
フ
を
拠

点
と
す
るV

istaC
reate

社
は
、
同
社
が
運
営
す
る
サ
イ

ト
内
で
フ
ォ
ト
ラ
イ
ブ
ラ
リ

D
e
p
o
s
itp
h
o
to
s

で
、

“
T
h
e
�tru

th
�a
b
o
u
t�

R
u
s
s
ia
’
s
�w
a
r�in

�
U
kraine

（
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
真
実
）”

を

公
開
し
て
い
る
。
こ
の
ペ
ー
ジ

に
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
現
在
の

状
況
が
わ
か
る
写
真
が
、
撮
影

日
、
撮
影
場
所
と
と
も
に
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
追
加
さ
れ
、
被
害
に

苦
し
む
人
の
中
に
は
子
ど
も
た
ち

の
姿
も
多
く
あ
る
。

こ
う
し
た
非
常
事
態
が
一
刻

も
早
く
終
息
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
人
々
の
安
全
が
確
保
さ
れ
る

こ
と
を
願
う
。
同
時
に
、
各
国

か
ら
の
経
済
制
裁
等
に
よ
り
、

今
後
、
よ
り
一
層
厳
し
い
状
況

に
陥
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
ロ
シ

ア
の
市
民
の
生
命
が
脅
か
さ
れ

る
こ
と
も
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領

は
、
２
月
24
日
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

各
地
へ
ロ
シ
ア
軍
を
侵
入
さ
せ

て
攻
撃
を
開
始
し
た
。
主
権
国

家
に
対
す
る
武
力
に
よ
る
侵
略

は
国
連
憲
章
、
国
際
法
を
踏
み

に
じ
る
行
為
で
あ
り
、
い
か
な

る
理
由
で
あ
れ
許
さ
れ
る
も
の

で
は
な
い
。

　
私
た
ち
は
、
罪
も
な
き
一
般

市
民
を
殺
傷
し
、
い
わ
れ
の
無

い
理
屈
で
一
方
的
に
戦
争
を
仕

掛
け
た
プ
ー
チ
ン
大
統
領
を
断

固
非
難
す
る
。
ロ
シ
ア
軍
は
即

刻
、
軍
事
行
動
を
中
止
し
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
か
ら
撤
退
す
べ
き
で

あ
る
。

　
私
た
ち
は
、
国
民
の
命
と
健

康
を
守
る
団
体
、
唯
一
の
被
爆

国
と
し
て
、
人
の
命
を
奪
う
戦

争
や
核
兵
器
使
用
で
世
界
の
諸

国
を
威
嚇
す
る
い
か
な
る
行
動

に
も
断
固
と
し
て
反
対
す
る
。

２
０
２
２
年
３
月
４
日

東
京
歯
科
保
険
医
協
会

理
事
会

診
療
報
酬
改
定 

質
問
多
数

 

第
６
回　

メ
デ
ィ
ア
懇
談
会

ッ
ジ
や
入
れ
歯
な
ど
で
、
金
パ

ラ
以
外
の
素
材
を
用
い
る
の
は

困
難
で
あ
る
と
解
説
し
た
。

さ
ら
に
、
参
加
者
か
ら
は
診

療
報
酬
改
定
作
業
の
過
程
で
、

現
場
の
意
見
を
よ
り
強
く
反
映

さ
せ
る
た
め
、
協
会
と
し
て
も

声
を
上
げ
て
い
く
べ
き
と
の
意

見
が
寄
せ
ら
れ
た
。
診
療
報
酬

改
定
の
話
題
を
中
心
に
、
闊
達

な
議
論
の
場
と
な
っ
た
。

卒
の
み
で
見
る
と
77
・
１
％
と

な
っ
て
お
り
、
合
格
者
数
は
２

０
１
８
年
の
第
１
１
１
回
国
試

か
ら
２
０
２
２
年
の
第
１
１
４

回
国
試
ま
で
、
４
年
続
け
て
２

０
０
０
名
を
上
回
っ
て
い
た

が
、
こ
こ
に
来
て
２
０
０
０
名

を
割
る
結
果
と
な
っ
た
。
ま

た
、
全
体
の
合
格
率
は
前
回
の

64
・
６
％
よ
り
も
３
・
０
ポ
イ

ン
ト
低
く
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
今
回
の
合
格
発
表

は
、
前
回
に
引
き
続
き
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
た

め
、
厚
労
省
２
階
大
講
堂
で
の

名
簿
閲
覧
は
中
止
さ
れ
た
。�

�

―
女
性
の
合
格
者

一
方
、
合
格
者
数
を
男
女
別

に
見
る
と
、
第
１
１
５
回
国
試

は
合
格
者
１
９
６
９
人
の
う
ち

女
性
合
格
者
は
９
０
４
名
で
全

合
格
者
の
45
・
９
％
を
占
め
て

い
る
。
女
性
の
占
め
る
率
の
み

を
遡
っ
て
み
る
と
、
１
１
４
回

：
42
・
０
％
、
１
１
３
回
：
42

・
３
％
、
１
１
２
回
：
42
・
５

％
、
１
１
１
回
：
43
・
０
％
と

な
っ
て
お
り
、
第
１
１
５
回
は

過
去
５
年
間
で
最
も
高
い
比
率

で
あ
っ
た
。�

�

機
関
紙
３
月
号
に

つ
い
て
、
通
信
員

50
名
の
便
り
か
ら

抜
粋
し
ま
し
た
。

  

通
信
員
便
り

通
信
員
便
り    

№№
120120

◆
診
療
報
酬
改
定
の
答
申
で

は
、
初
・
再
診
料
３
点
引
き

上
げ
等
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
先
生
の
ご
感
想
を
。

・
評
価
で
き
る
。 

（
他
６
名
）

・
少
な
い
。 

（
他
８
名
）

・
引
き
上
げ
は
歓
迎
だ
が
Ｐ
基

処
の
廃
止
が
痛
い
。（
他
３
名
）

・
3
点
な
ん
て
、
桁
を
間
違
え

て
い
る
。
最
低
で
も
30
点
は

必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
。

・
実
感
で
き
る
よ
う
な
引
き
上

げ
が
ほ
し
い
。 

（
他
２
名
）

・
相
変
わ
ら
ず
「
重
箱
の
隅
」

を
つ
っ
つ
い
て
い
る
。

・
物
価
や
人
件
費
の
上
昇
が
無

視
さ
れ
た
内
容
。 （
他
１
名
）

・
３
点
を
捻
出
す
る
の
は
大
変

だ
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

が
、
感
染
予
防
の
た
め
に
費

用
が
嵩
む
よ
う
に
な
っ
た
の

に
比
べ
る
と
足
り
な
い
。

・
ま
だ
医
科
と
の
差
が
あ
り
す

ぎ
る
。 

（
他
２
名
）

◆
最
近
気
に
な
る
こ
と
を
。

・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
は
、
ど
う

な
れ
ば
終
わ
る
の
か
？

 

（
他
９
名
）

・
コ
ロ
ナ
収
束
時
期
。

・
器
具
の
パ
ッ
キ
ン
グ
、
消
毒

滅
菌
な
ど
以
前
よ
り
手
間
が

増
え
て
い
る
の
に
、
人
手
不

足
な
こ
と
。

・
パ
ラ
高
騰
。

・
日
本
の
外
交
経
済
。

罪なき人々を巻き込む戦禍
一 刻 も 早 い 終 息 を 願 う

声
明

　
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
断
固
非
難
す
る

３月２４日、ウクライナのマリウポリ。ロケットを被弾して破壊された街や道路３月２４日、ウクライナのマリウポリ。ロケットを被弾して破壊された街や道路 ３月１０日、ウクライナのハリコフ。負傷した８歳の少年３月１０日、ウクライナのハリコフ。負傷した８歳の少年

３月６日、ウクライナのリヴィウ。ポーランドへの列車を待つ難民３月６日、ウクライナのリヴィウ。ポーランドへの列車を待つ難民

（ 1 2）第６２５号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２２年（令和４年）４月１日 （第三種郵便物認可）

ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com
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